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４．幸せな結婚









１．月志野の娘








　────彼との結婚生活は、月つき志し野のの娘としての、義務だと思っていた。

　これは単なる政略結婚で、そこに愛など存在しない。

　世間話のない食事の時間を終えたら、視線すら合わないまま別々の部屋で眠る。

　それが、城しろ田た蒼そう史しに嫁いだ、月志野咲さ奈なに与えられた宿命だと思っていたのに。

「いいか？　絶対に離婚はしない。そんな下らない話をする口は、喘ぎ声だけ出してればいいんだ」

「ん……ふ」

　城田蒼史は、何を考えているか分からない冷酷な人だと、他人は言う。

　咲奈自身も、嫁いだばかりの頃はそう思っていた。

　蒼史は一糸纏わぬ咲奈の身体を蹂躙するように、彼女の股を両手で大きく開脚させる。その両腿を自身の下腹部まで持ち上げ、咲奈の全身を抱え込むと、立った姿勢のまま秘穴に雄竿を挿入した。

　こじ開けられるように広がった隘路は中の柔襞が収縮して、甘い蜜を垂らしながら蒼史の肉棒に吸い付いて離れない。奥まで挿入されたそれは、子宮の入口をトンと突いて咲奈の敏感な箇所を刺激する。

　この体勢は、後日知ったが駅弁と言うらしい。蒼史が腰を動かすと、咲奈の身体が一緒に大きく揺さぶられた。

　子どもの頃から伸ばしている長い髪が、彼の動きに合わせて踊る。ふっくらとした乳房は重力に引っ張られるように上下して、その谷間には汗が溜まった。

　日焼けをしない、咲奈の陶器のように白い肌が、蒼史の身体と絡まり合う。蒼史もまた、その肉体を余すことなく咲奈にぶつけ、溢れ出る欲情を昇華させた。

　やがて、パンパンと肌が擦れる音とともに、蜜が肉棒に擦れて、くちゅくちゅと淫らな泡を立てる。

「咲奈は俺のものだ。誰が何と言おうと、それが揺るがない。月志野の娘？　それがなんだ。お前はもう城田咲奈だ。分かったら俺から離れるな」

　奥まで幾度となく突き上げるその肉棒の感覚に、咲奈の肢がもがくようにバタバタと動く。しかし、蒼史の腕の力は予想以上に強くて、決して咲奈を離すことはない。

　蒼史の二の腕についた、逞しい筋肉が盛り上がる。そして、六つに割れた腹筋の形を線でなぞるように、じわりと汗が浮かんで、彼の頬は熱に浮かされたように高揚した。

　横に流した蒼史の前髪が、肌にぺたりとくっつく。彼の吐く荒い息の音が鼓膜に響いて、蒼史が今、咲奈の肉体で興奮しているのだと実感する。

　陰核が蒼史の下半身と擦れて、咲奈はピリリと痺れるような気持ち良さに酔いしれた。

　性行為をするのは蒼史が初めてだが、世の中の女性は普段から、こんなにも淫らな体位で、肉体を弄ばれているのだろうか。分からない。分からないが、とにかく今は心地がいい。

「はぁ……あ」

　蒼史は激しく腰を上下させてから、力尽きたのかベッドに咲奈を押し倒す。身体がシーツに打ち付けられると、休憩する間もなく、蒼史は咲奈の股を再度開脚させた。

　蒼史の肉体は男らしく、背も百八十センチ以上はある。鍛えられた筋肉質な身体に一度でも抱きしめられてしまえば、華奢な咲奈は抵抗できない。

　蒼史の顔がおもむろに近づいてきて、その唇は吸い込まれるように咲奈のものと重なり、肉厚な舌がぬるりと咲奈の腔内をまさぐる。

　蒼史は舌を使って咲奈の腔内を貪りながら、ごくんと唾液を飲みこんだ。それから舌を出したまま唇を離すと、浅く息を吐いた咲奈の顔を見て目を細める。

「そんな顔をするということは、咲奈も感じているんだろう？　今はこの感覚に身を委ねればいい。難しいことは考えるな。お前は俺の女だ」

　蒼史はそう宣言して、咲奈を絶対に離さない。

　事実として、月志野咲奈を城田蒼史に輿入れさせたのは、他でもない咲奈の両親の意向によるものだ。

　しかし、今はその二人から、訳あって蒼史と離婚をするよう命じられている。

　だから今は、彼とこんなことをしている場合ではないのだ。

　早く離婚届に判を押してもらって、それを役所に届けた後に実家に帰る。

　そうしなければならないことは、十二分に分かっているのに……離れがたいのはどうしてだろう。

　蒼史は屹立を割れ目に押し当てると、躊躇なくその中に挿入する。ぬるりと滑った蜜路は痙攣して、蒼史が奥まで挿入ってくることを歓迎するようにうねった。

　早く離婚しないと。でも、でも……。

　脳内で、快楽と現実が葛藤する。いつもの冷静な咲奈なら、答えは一秒も考えるまでもなく離婚を選べるのに、今は何故かもっと彼が欲しいとねだる自分がいる。

　どうすればいいのだろう。

　快楽に打ち勝てない思考では、蒼史を拒むことなど一生できない。

「蒼史さん……」

　咲奈は蒼史の肩に腕を回すと、そっと顔を近づけて囁いた。

「もっと、頂戴？」





　■　　　■　　　■






　────時は遡ること、三カ月前。

「咲奈。お誕生日おめでとう」

「貴方の好きなアップルパイを焼いたの。食べて？」

　月志野咲奈、二十四歳。

　毎年、咲奈の誕生日である七月七日を迎えると、両親がお祝いのためにアップルパイを焼いてくれた。

　今までの人生は、とても愛に満ちたものだったと思う。

　だからこそ、両親の意向には絶対服従のつもりで生きてきた。

「ありがとうございます。お父様、お母様。私をここまで育ててくださり、感謝しております」

　咲奈は両親に向かって深々と頭を下げる。

　代官山にある大きな一軒家は、月つき志し野の玩がん具ぐ株式会社の創設者であり、咲奈の曾祖父にあたる月つき志し野の寛かん三ぞうが建てたものだ。そしてこの家も会社も、祖父の代、父の代へと大切に受け継がれていき、修繕を繰り返しながら、今もなお月志野家の者たちが生活の基盤としている。

　そういうわけで、咲奈はいわゆる社長令嬢だ。よって、『月志野の人間として』の教育を幼い頃から受けてきた。

　礼儀作法および茶道、華道などの嗜みはもちろんのこと、月志野の看板を汚さぬよう友人関係もすべて管理されている。

　恋愛なんてものは、一度もしたことはない。

　そんなことをして、万が一でも、月志野の看板に泥を塗るようなことがあってはならないのだ。

「感謝だなんて、嬉しいわ。咲奈も大人になったのね」

「はい。もう二十四になりました」

　三十畳もある広々としたリビング。そこには十人が顔を合わせて食事ができるテーブルがあり、今は家族の三人しか使用していないが、来客があった際は大いに賑わう。

　その横には大きな六人掛けの黒革ソファがあり、50Ｖ型のテレビが存在感を放っていた。

　戸棚の上には家族で撮影した記念日の写真と、咲奈が華道で入賞した時の賞状が恭しく飾られている。

「美味しい。このアップルパイ、とっても美味しいわ」

　咲奈は、母が焼いてくれたアップルパイを一切れ、口に運ぶ。

　優しくまろやかな味わいが先に広がって、その後にシナモンの味が口の中で広がってくる。

　母の作るアップルパイはいつも美味しくて、家族三人だけでホールを一日で完食してしまうほどだ。

「今日は好きなだけ食べていいからね？」

「はい」

　咲奈が笑顔で頷くと、父、清せい矢やが神妙な面持ちで口を挟んでくる。

「お楽しみのところすまないが。咲奈、今日は縁談の話を持ってきた」

　咲奈自身、今が結婚の適齢期であることは認識している。

　いつか両親によって紹介された男性と結婚することは、十年以上前から当たり前だと思っていたことだ。

　だが、構えていたとしても、いざその言葉を口にされると緊張してしまう自分がいる。

　どんな相手を紹介されるのだろう。優しい人だろうか。話の合う人だろうか。

　ドクンと胸が脈を打ち、咲奈はきゅっと顔に力を入れた。

「かしこまりました。詳細を教えていただけますか」

　咲奈の返事を聞いて、父はお見合い用の白い写真台紙を渡してくる。

「相手の写真だ。確認してくれ」

「はい」

　咲奈は写真台紙を開いて、相手の顔を確認した。

（なぜかしら。彼に、見覚えがある）

　七三分けにされた黒髪は、ワックスで前髪を整えている。彫りの深い顔立ちはどこか日本人離れしていて、はっきりとした黒い眉は印象的だ。奥二重の瞼と大きな黒い瞳は吸い込まれそうなほど綺麗で、鼻筋はスッと通っている。唇は薄いものの、血色があり存在感があった。身長は写真だけでは分からないが、全体的な身体のバランスが良くて、長身であることは一目瞭然だ。

　黒のスーツを着用しているが、彼の凛々しい顔立ちは、フォーマルな衣装がよく似合う。

（どこかで、お会いしたことがあったかしら？）

　社交界には何度か足を運んだことがあるものの、正直なところ、すべての人の顔を憶えている訳ではない。

　もしかしたら、彼とはそういう場で面識があるのかもしれない。

（だとしても、最近のことだったら、さすがに写真を見たら思い出せるはず。思い出せないということは、子どもの頃……？）

「城しろ田たコーポレーション社長のご子息、城しろ田た蒼そう史しくんだ。年齢は今年で二十八になるらしい」

　その紹介で、咲奈はすぐさま記憶を呼び覚ます。

「あぁ。城しろ田た敏とし則のり様の……」

　敏則というのは、蒼史の父親の名前だ。

　確かに、蒼史とは十歳にも満たない頃、社交界で何度か顔を合わせたことがある。

　城田コーポレーションは、月志野玩具株式会社の筆頭株主だ。その付き合いは十年以上も続いており、城田の融資によって、月志野は成り立っていると言って相応しい。

（私には実質、断る権利のない縁談。私が蒼史様に会うことを決めた時点で、『結婚』の二文字からは逃げられない）

　城田家の言うことは、月志野家にとって『絶対』と言っても差し支えない。

　そんな相手との婚約だ。

　言い方によっては、政略結婚とも言えるだろう。

（でも、それがなんだと言うの？　私は月志野のために、この身を捧げる覚悟がとうにできている）

「お父様。この縁談、喜んでお引き受けいたします」

　咲奈が顔を上げて柔和に微笑むと、父は安心したように笑顔を見せる。

「そうか。そう言ってくれて、私も嬉しいよ」

　父の隣に座る母も、にこにこと上機嫌に笑っていた。

　────他でもない両親が、この結婚を望んでいる。

　それだけで、この結婚には十分意味があった。

　そこに疑問も、一抹の不安も生まれない。

　それが、月志野の家に生まれた、月志野咲奈としての宿命だからだ。





　■　　　■　　　■






　お見合い当日。

　今日は朝から慌ただしく、月志野家が雇用している三人の使用人はくるくると動き回っている。

　お見合いの衣装として、今日は両親が以前に銀座で購入してくれた、椿の花が描かれた赤い着物を用意した。咲奈はそれを使用人の大おお内うち雪ゆきに着つけてもらい、鏡に向かって入念に化粧を施す。

　咲奈は普段から栄養バランスの考えられた食生活を送り、腹筋にも常に力を入れ、腰骨をピンと立てて生活しているため、スタイルは良い方だ。学生時代は悩まされたニキビも、毎日しっかりと手入れを続けたことで悩まされることは少なくなった。

　子どもの頃から、外出する際は必ず日焼け止めを塗るよう言われてきたこともあり、肌は絹のように白く透き通っている。二重の大きな瞳には黒のアイラインを引き、マスカラで睫毛を立てた。最後にピンクのグロスを唇に引いて、唇を重ねてなじませる。

　咲奈は、幼少期から周囲に『美しい』と賞賛されて育ってきた。それは立ち振る舞いのおかげでもあるが、多くはその美貌によるものだ。

　咲奈の大きな瞳に見つめられると、多くの人がその美しさにドキリとする。咲奈が柔らかく微笑むと、その気品に目が奪われるのだ。

　蝶よ花よと愛でられ、咲奈は二十四歳を迎えた。その美しさは今、この時が最も盛りではないかと思うほどに、周囲の目をくぎ付けにする。

　それは、嫁ぎ先になるかもしれない、城田蒼史にとっても同じだろう。

「咲奈様。私は心配です」

　ふと、雪の呟くような声が聞こえた。

　咲奈は鏡から視線を逸らさず返事をする。

「どうしたの？　雪」

　雪は言いにくそうに視線を泳がせながらも、決心したのか口を開く。

「……これは、使用人どもの噂でしかありませんが。咲奈様のお見合い相手である蒼史様は、とても冷たく、何を考えているか分からないお方だと。清矢様はどうして、最愛の娘である咲奈様に、このような縁談をご用意されたのか」

「決まっているでしょう？　月志野の筆頭株主である、城田様との結びつきを強くするためです」

　間髪入れずに咲奈が答える。

　すると、雪は不思議そうに問いかけた。

「良いのですか？　咲奈様は、ご自身が愛した方と結婚をしなくても」

（いまさら、何を言っているの？）

「それが月志野の娘としての、義務ですから。私はただ、お父様のご意向に従うまでです」

「……」

　雪はその返事を聞いて、完全に黙り込んでしまう。

　だが、咲奈にとってこの結婚は、それ以上でも以下でもない。

（愛がなんだと言うの？　人は恋をしないといけないの？　そんな決まり、それこそ誰が作ったというのかしら？）

　咲奈は化粧を終えると、椅子から立ち上がって雪に声を掛ける。

「それでは、行って参ります」

「はい。いってらっしゃいませ」

　深く頭を下げる雪に、咲奈も一礼する。

　咲奈より二歳年上の雪との付き合いは、もう三年以上になる。咲奈と歳が近い彼女は、いつも咲奈の精神面を心配してくれた。そのことは素直に有難かったし、今まで出会った使用人の中でも一番、相談ごとをしやすいのも彼女だった。

　けれど、ここは『月志野家』なのだ。一般家庭とは話が違う。

（雪は月志野の教育を受けていないのだから、私の気持ちを理解するのは難しいでしょうけれど）

　その後、咲奈は支度の済んだ両親と家を出て、車でお見合い会場である西麻布の『すすきの亭』まで移動する。

　到着したその場所は、古きよき料亭と言うべき風情のある木造家屋だ。和室が並ぶ長い廊下を歩いて、予約していた菊の間に通されると、そこには既に城田家が両親揃って席に着いていた。

「おや、もうお揃いで。大変お待たせいたしました」

「構わないよ。少し早く着きすぎてしまったんだ」

　視線の先には、城田蒼史がスーツを着用して座っている。

　彼は澄ました表情で咲奈を見つめるも、決して微笑んでくれることはなかった。

　けれど、その堂々とした居住まいは、どこか近寄りがたい雰囲気を感じながらも、凛として美しい。

「蒼史。挨拶を」

　蒼史の父、敏則の進言により、蒼史は深々と頭を下げて挨拶を述べた。

「城田蒼史と申します。この度は縁談をお引き受けくださり、ありがとうございます。本日は何卒、よろしくお願いいたします」

「咲奈」

　父に言われ、咲奈も形式的な挨拶を述べる。

「月志野咲奈と申します。本日は、どうぞよろしくお願いいたします」

　咲奈も深く頭を下げると、敏則がにこりと微笑みを浮かべた。

「いやぁ。咲奈さん、久しぶりだね？　私のこと、憶えているかい？」

「もちろんです。いつも優しく接してくださり、感謝しております」

　敏則とはよくパーティで顔を合わせていたが、いつも咲奈に対して友好的だった。彼の親切によって助けられた場面は数えきれないほどある。

「相変わらずお美しい。日本中どこを探しても、ここまでおしとやかで気品のある女性はいないよ」

「勿体ないお言葉です」

　敏則の褒め言葉に、咲奈は再度深く頭を下げた。

　どうやらこのお見合いは、敏則のご意向が強くあるものと見受けられる。

「蒼史。必ず幸せにするんだぞ？」

「……はい」

　蒼史は、少し間を空けて返事をする。

　その微かな間に、咲奈は蒼史のリアルな感情を深読みしてしまった。

（まだお見合いは始まったばかりなのに、もう結婚することが決まっているかのような口ぶり。それに対して、蒼史様は私を見ても、ぴくりとも眉を動かさない。私には、まるで興味がないのね）

　おそらくこの政略結婚は、父親の城田敏則が望んで実現したものだ。

　自分の息子には、月志野咲奈が相応しい。そう思っての縁談話なのだろう。

　しかし、息子の蒼史は咲奈に対して一切の感情がない。

　父に言われるがままお見合いをし、特に自分の意見を主張することもなく、この場が成立してしまっているのだろう。

「蒼史は、口数の多い方ではないんですがね。私が育てた自慢の息子です。長く時間を過ごせば、必ずその良さが伝わると思っています」

　敏則の言葉に、咲奈の父は何度も首を縦に動かし肯定する。

「今でも十分に伝わっています。蒼史くんは優秀な方だと、うちの社内でも有名でして。こんなに素敵な縁談を用意していただけて、私どもは頭が上がりません」

「ハハッ。嬉しいな。是非とも、咲奈さんには、うちの蒼史と婚約していただきたい」

（先ほどから、敏則様が話してばかり。対する蒼史様は、私と目を合わせようともしない）

　言いたいことはある。けれど、それは決して口にしてはならない。

　城田家と月志野家では、家柄の格が違う。

　こちらはただ、城田家の望むまま、気持ち良く縁談を終わらせる義務がある。

「もちろんですとも。なぁ、咲奈？」

　咲奈は、そっと笑みを浮かべて三つ指を立てる。

「はい。もちろんでございます。敏則様」

　今は、これが正解。

　咲奈は深く頭を下げ、城田家への輿入れを喜ぶ。

　それ以外の感情は、この場では必要のないものだ。

「蒼史」

　敏則に声を掛けられ、蒼史はぴくりと眉を動かす。しかし、彼は変わらず無表情のままで、ようやく出てきた言葉は、形式的な挨拶だけだった。

「私からもお願いする。これから、よろしく頼む」

　蒼史はそれだけ言うと、咲奈に対して頭を下げる。

「はい。よろしくお願いいたします」

　これで、月志野咲奈は城田蒼史に嫁ぐことが確定事項となった。

　それは、この先も一生、城田家の顔色を窺って生きていくのと同義だ。

　しかし、それでいい。それが、月志野家を守るということだ。

　咲奈が城田家に嫁げば、城田家と月志野家の関係は良好に保たれる。

　女の咲奈は、その人柱になることこそ、至上の喜びとしなければならない。

（私の二十四年間は、この日の為にあった）

　礼儀も、振舞いも、教養も、学んだものはすべて、蒼史に嫁ぐため。

　城田敏則の目に留まり、この縁談を持ちかけてもらうことができたのは、月志野家がそれを学ぶためにお金を惜しまず出してくれたおかげだ。

　咲奈はそう自分を納得させて、蒼史に対する漠然とした不安も、不満も、その感情のすべてを押し殺す。

　この結婚は、月志野家に生まれた女としての、義務。

　そこに、一切の喜びや幸福など、必要はないのだから。
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　トントン拍子に話は進み、一カ月後には結納の儀が執り行われた。そのまますぐに挙式をした咲奈は、蒼史と正式に夫婦となった。

　新居は、城田敏則の厚意により巣鴨の一軒家を与えられ、そこで二人は生活をともにすることとなる。内装は一階に和室とリビングがあり、二階は洋室が二部屋ある。

　咲奈は月志野で洋室の環境で育ったことから、自身の部屋に二階の洋室を選び、その一方で、蒼史は自身の書斎に一階の和室を選んだ。

　残る一部屋は二人の寝室とし、ダブルベッドを入居する際に用意した。

　しかし、結婚生活三日目。今のところ、蒼史は寝室を使用せず、自身の書斎に布団を敷いて眠っている。理由は知らないが、咲奈と同じベッドでは眠りたくないようだ。

「お帰りなさいませ。蒼史様」

　蒼史が仕事から帰ってくると、咲奈は玄関で彼に声を掛ける。

「……ああ。ただいま」

「夕飯の支度が整っております。どうぞリビングまで」

　咲奈は蒼史の鞄を持つと、彼とともにリビングに向かう。

　テーブルには既に、蒼史の帰りに合わせて料理を用意してある。今日の献立は、咲奈の作った肉じゃがとイワシの生姜煮だ。

「お召し上がりください」

「……」

　蒼史は特に何を言うこともなく、箸を手にして料理を口にした。

　彼はいつも、咲奈の作った料理を口にしても顔色を変えることなく、黙々と食事をする。

　その態度には、普段から怒りっぽくない咲奈も、ふつふつとした煮えくり返るような感情が芽生えてしまう。

（今までこの屋根の下、二人きりで暮らしているのに、ろくな会話がない。食事を作っても、美味しいの一言もない。こんな経験、生まれて初めてだわ……）

　月志野家では、咲奈が料理を作ると両親が喜んで食べてくれた。

　美味しい、上手になった、嬉しいな。そういう言葉がすぐに返ってきて、料理を作る原動力にもなっていた。

（たとえ私を愛していなくても、最低限の礼儀はあるものと思っていた。私の考えが甘かったのね。愛のない結婚というのは、ここまで寂しいものだなんて）

　蒼史が、いやいやこの結婚をしたことは分かっている。

　だが、料理を作った相手に対して、感謝の言葉もないのはどういうことだろう。

「蒼史様」

　思わず名前を呼んでしまうと、蒼史は視線をこちらに向ける。

「どうした？」

（どうした？　ですって……？）

「いえ。なんでもありません」

「そうか」

　頭では理解している。この結婚は、ただの政略結婚。

　双方の両親がそれを望み、咲奈はその期待に応えるべく、蒼史とこれから同じ屋根の下で暮らしていかなければならない。

（……辛いわ）

　今は、その一言だけが、咲奈の心を埋め尽くしている。

　結婚するまでは、月志野の為ならば、恋愛感情など必要ないと思っていた。

　けれど、今はどうしようもなく、この結婚生活に寂しさを感じている。
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　その後、一カ月が経過した。

（……信じられる？）

　当初は感じていた蒼史に対する怒りが、次第に焦りへと変わってきている。

（一カ月も経ったのに、いまだに夜のお誘いがない……）

　ましてや、二人でまともな会話をしたことがない。

　今のところ、蒼史が仕事を終えて帰ってきたら、一緒に食事を摂る。その後は各々したいことをして、お風呂に入り、支度を済ませてそれぞれの布団で眠る。

　それ以外のことを、蒼史とした憶えがないのだ。

（分かっていたわ。結婚して、すぐに気づいていた。蒼史様は私に対して、なんの感情も抱いていないことくらい。でも、このまま愛のない結婚生活を続けるなんて、必ずどちらかが耐えられなくなる）

　いや、どちらかではない。正確には、咲奈自身が、だ。

　このままでは、一人で暮らしているのと大差がない。今日、蒼史は仕事で何があったかも分からない。そういう世間話を、蒼史はしようとすらしてくれなかった。

「……っ」

（蒼史様。お願いですから、私を見てください。私は、何のために結婚して……何のために、ここにいるのですか？）

　今はもう、彼に対して怒りの感情すらない。

　ただ漠然と、この生活を続けることに対しての、不安と焦りで押し潰されそうだ。

　────私を見て。

　こんな感情は、生まれて初めてだった。

　親に愛されて育った咲奈は、孤独を知らずに生きてきた。

　愛されることが当たり前だと思って、目を合わせて生活してもらえることが自然なことだと信じて過ごしてきた。

　けれど、今はただ、この生活を送り続けることが怖い。

『良いのですか？　咲奈様は、ご自身が愛した方と結婚をしなくても』

　雪に言われた言葉が、今になって身に沁みる。

　咲奈自身も、できることならそうしたかった。

　だが、自分は月志野の娘。

　そんな我儘を言ってはいけないと、自分で自分を律してきた。

（私の覚悟が足りなかったのかもしれない。いえ。そもそも、愛のない結婚生活はどんなものか、まるで想像できていなかった）

　咲奈は、蒼史の書斎がある部屋の扉の前に立つ。

　けれど、彼に声を掛ける、その勇気が持てずにいる。

（私から歩み寄れば、少しは現状が良くなるかもしれない。だから、ここは勇気を持って）

「はぁ……はぁ」

　浅く息が漏れて、緊張から指先が震える。

　この襖を開けても、蒼史にまるで相手にされなかったら。

　あの冷たい眼差しで、「忙しい」と言われて追い出されたら。

（お願いです。蒼史様……！）

「蒼史様」

　勇気を出して、襖越しに声を掛ける。

　すると、すぐに返事が聞こえてきた。

「どうした？」

「！」

　ビクッと肩が震える。

（返事をしてくれた……！）

　一カ月も同じ屋根の下で暮らしているのに、そんなことが嬉しい。

（本当に、どうかしているわ）

「入っても、よろしいですか？」

「ああ」

　咲奈が襖を開ける。

　すると、蒼史は畳の上で右足を立てて、左足は伸ばした体勢で、窓から見える満月を見つめて日本酒を飲んでいた。

　彼は会社から帰ってきた時の服装のまま、ジャケットだけ脱いでシャツとズボンの姿でいる。

　その横顔が不意にこちらを向いて、彼は不思議そうな眼差しで問いかけた。

「どうした？」

　彼の凛とした表情に、咲奈の時が一瞬止まる。

　日焼けのしていない白い肌は透き通って、まるで現実味がない。切れ長の黒い瞳はこちらを見つめ、無表情なその姿は、どこか人を寄せ付けないオーラがある。

「あ。え、いや……」

　城田蒼史に対して、怒りや焦りなどの感情は確かにあった。

　それなのに、彼の人目を気にしないで酒を飲む姿に、不覚にも見惚れてしまっていたのだ。

　今にも叫びだしたくなるほどに、彼への不平不満はたくさんある。

　それでも、他を寄せ付けないその澄ました綺麗な顔を見てしまうと、どうしても男らしい艶やかな色気を感じてしまうのも事実だ。

「邪魔するつもりはなくて……私は、ただ」

「いつまでそこに立っている？　入らないのか？」

　蒼史に言われて、ハッとする。

「い、いいのですか？　お部屋に入っても……」

「夫婦なのだから、当然だろう？」

（夫婦？）

　彼の口から、そんな言葉が出てくるとは思っていなかった。

　仮初でも、この関係を夫婦だと思ってくれている。

　それだけのことが、今は少しだけ、嬉しく思う。

「失礼いたします」

　思えば、蒼史の書斎に入ったのは、これが初めてだ。

　八畳ほどの和室には、座卓と書棚が置かれている。座卓にはノートパソコンが置かれ、書棚には難しそうな本がずらりと並んでいた。

　蒼史の嗜好は、同じ屋根の下で暮らしても分かっていない。だが、こうして一人で日本酒を飲んでいるということは、お酒が好きなのかもしれなかった。

「あの……。その」

　咲奈はもごもごと言葉を選んだ結果、当たり障りのない質問をしてしまう。

「お酒が、お好きなのですか？」

　すると、蒼史は日本酒の入った陶器を手にする。

「ああ。これか？　そうだな。俺が好んで買っているものだ」

「日本酒がお好きなのですか？」

「……どうだろう。飲み会ではビールを飲んだりもする」

「の、飲み会？」

　蒼史と飲み会が、どうしても結びつかない。

　そもそも、飲み会とは交流の場だ。人と話すことが絶対条件となる。

「蒼史様が、ご出席されるのですか？」

「おかしいか？　俺が飲み会にいたら」

　咲奈は慌てて返事をした。

「いえっ。そんなことは……」

（私とは一言も話さないのに、飲み会には行くの？　なんというか、それはモヤモヤする）

　夫婦の間で会話が成立しないのに、友人とは会話をするのだろうか。

「まぁ、気づいているかもしれないが、俺は人と話すのが苦手だ。飲み会に行っても、俺は一言も話さないで終わる」

「……そうですか」

　その返事は少し寂しい気もするが、同時に安堵も覚える。

「最近は、俺の知らないところで飲み会が勝手に開かれている。他の社員にとって、俺は扱いづらい人間なんだろう」

「それは……」

　寂しそうに視線を落とす蒼史は、肩を落としてしゅんとしてしまう。

　その姿を見ていたら、咲奈も寄り添いたい気持ちが芽生え、蒼史と向かい合う形で畳の上に正座をした。

「蒼史様」

「なんだ？」

「こんなことを言っても良いのかは分かりません。ですが……今日はどうしても、言いたいことがあります」

「いいぞ。言っても」

　この一カ月間、ずっと蒼史に言いたかったことがある。

　それは、怒り、悲しみ、寂しさ、どれも当てはまるけれど、最終的には一つの結論に辿り着くのだ。

「蒼史様は、もう少し、ご自分の考えていることを人に言うべきではないでしょうか？」

　家政婦の雪も、噂で蒼史は冷たく、何を考えているか分からない人だと言っていた。

　それは、咲奈もこの一カ月間で感じていたことだ。

　だが、蒼史は決して冷たい人間ではないような気もしている。

　ただ、彼は言葉が足りないのだ。それは、相手を思いやる言葉かもしれないし、その時感じた言葉かもしれない。

「なるほどな。……そういうことか」

　蒼史は思い当たる節があるのか、そのまま黙り込んでしまう。

「気分を害したのでしたら、申し訳ございません。ただ……私としても、蒼史様の考えていることが分からなくて、どうすればいいのか」

　蒼史と形だけでも夫婦となった以上、彼のことを少しでもいいから理解したい。

　夫婦として最低限の会話はしたいし、もしかしたらそれによって、蒼史に対する想いも変わるかもしれないからだ。

「俺はこの生活に、満足している」

「……え？」

　思いがけない蒼史の言葉に、咲奈は目を見開く。

（満足している、ですって？）

　ろくに会話も成立しないまま、一カ月が経過した。

　それでも、蒼史は表情を変えることなく続ける。

「他人と暮らすなんて、俺にできるだろうかとずっと思っていた。だが、今のところは順調だ。そう思わないか？」

「え…………？」

　それには、咲奈も言葉を詰まらせてしまう。

（ど、どういうこと？　もしかして蒼史様は、本気でこの結婚生活が順調だと思っている……？）

　どう考えても、夫婦としての関係は今のところ築けていない。

　それなのに……。

「咲奈の作る料理は美味しいし、二人で過ごす時間は心地がいい。俺はこの生活に満足しているが？」

「えっ。え……えと」

　頭にたくさんの疑問符が浮かんでから、まずは一つずつ疑問を解消することに決める。

「美味しいと、思ってくださっているのですか？」

「ああ。そうだが？」

　蒼史は当たり前だとばかりに頷く。

　しかし、咲奈はまだ納得がいかない。

「え、じ、順調……であれば、何故、寝室をともにしてくださらないのですか？」

　夫婦であれば、寝食をともにするのが当たり前のはずだ。

　それを、蒼史は初日から放棄している。

「あのベッドは対外的にもあった方がいいと思って購入した。だが、二人で寝たら、俺のいびきがうるさいだろう」

　それには、咲奈も耳を疑った。

「い、いびき……？　今まで、いびきが聞こえたことはありませんが？」

　蒼史は澄ました表情で続ける。

「そうか？　俺は寝ているから、よく分からない」

　想像とはまったく異なる返事がきて、咲奈は思考が停止してしまう。

　どうやら蒼史は、そんな理由で購入したベッドを使用していないらしい。

　信じられない話だが、蒼史の表情は真剣そのものだ。

「私は気にしていないので、寝室を使っていただいても」

「俺が隣で寝ていたら、咲奈は寝にくいんじゃないか？」

「そんなことは……」

　確かに、他人と寝るのは気を遣うことだ。

　だが、夫婦となった以上は、同じベッドで寝たいと思うのは、自然なことではないだろうか。

　すると、蒼史は不思議そうに問いかけた。

「そもそも、咲奈は何故いつも敬語を使う？　夫婦なのだから、呼び捨てで構わない」

「え……と。それは」

（蒼史様の考えていることが、こちらにはまるで分からないから……！）

「咲奈は俺に気を遣いすぎだ。夫婦なのだから、気楽に接してくれていい」

　蒼史はまた、『夫婦』という単語を用いた。

　彼には一応、咲奈と夫婦であるという意識はあるようだ。

「蒼史様。あ、いえ。蒼史さん」

「どうした？」

　蒼史のことをさん付けで呼ぶのは、まだ少し慣れない。

　だが、これからはそう呼ぼうと心に決める。

「その、私たちは『夫婦』ですから……。『妻』として、お願いがございます」

「なんだ？」

　咲奈は、慎重に言葉を選びながらも、蒼史に想いを伝えた。

「この生活を少しでも続けたいと思ってくださるのであれば、これからは、私と会話する時間を大事にしていただけませんか？」

　彼と、きちんと対話がしたい。

　その時、嬉しいのか、悲しいのか、楽しいのか、寂しいのか、その時感じた想いを、彼と共有していきたい。

　すると、蒼史は申し訳なさそうに伏し目がちに言う。

「よく言われるんだ。お前は何を考えているか分からない、冷たい奴だと」

　それは、今までの人生で、何度も言われてきた言葉なのかもしれない。

　蒼史は顔を上げると、咲奈と視線を重ねる。

　その凛とした涼やかな顔に、少しだけ赤が混じった。彼は緊張しているのか、どことなく頬を高揚させている。

「だが、これだけは言いたい。俺は、咲奈を愛している」

「……！」

　今、彼は確かに、『愛している』と言った。

　そのことで、咲奈の心には衝撃が走る。

（私を、愛してくださるのですか？）

　期待と不安が入り混じった感情が、咲奈の心を埋め尽くす。

　蒼史は恥ずかしくなったのか、視線をまた床に落としてしまうものの、また顔を上げて言った。

「思ったことを口にするのは苦手だが、咲奈がそれを望むなら、これからはそうしようと思う。だが、変なことを言っていたら、すぐに俺を叱ってほしい」

　その時、蒼史の父、敏則の言葉を思い出す。

『蒼史は、口数の多い方ではないんですがね。私が育てた自慢の息子です。長く時間を過ごせば、必ずその良さが伝わると思っています』

　蒼史は、きっと冷たい人間ではない。

　ただ不器用なだけで、相手にその想いが伝わっていないだけで、本当は優しい人なのかもしれない。

「はい。ありがとうございます」

　咲奈は深く頭を下げて、顔を上げる。

「咲奈は、この結婚生活に満足しているか？」

（それは……）

　蒼史の言葉に、今はすぐに頷くことができない。

　けれど、きっとこの先に、未来はある。

「これから次第、でしょうか」

　そう言って、咲奈はそっと微笑む。

　今は蒼史に、少しずつでもいいから、歩み寄りたいと思っている。

　今はまだ、表面上の蒼史しか分からないけれど、これから時間を掛けて、少しずつ理解していきたい。

「そうか。分かった。善処しよう」

　だから、これからは、咲奈自身も積極的に蒼史に話しかけてみよう。

　そうすれば、いつか思いがけない返事が聞けるかもしれない。

　咲奈はそんな期待を膨らませながら、夫婦になって初めてとも言える、蒼史と二人の時間をともに過ごした。
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　それから、蒼史は少しずつ変わっていった。

　咲奈が話しかければ返事をしてくれるし、蒼史からも話しかけられることが多くなったように思う。

　寝室は未だにともにはしてくれないものの、少しずつではあるが、確実に蒼史と距離を縮めている。

「いただきます」

　蒼史は、まず食事の際に「いただきます」を言うようになってくれた。

　咲奈が作ったご飯を口に運ぶ前、彼は祈るようにその瞳を閉じる。

　それから、蒼史は箸を使って料理を口にすると、その感想を言ってくれるようになった。

「……美味しい。このお味噌汁は、不思議な味がする」

　安心したようにほっと息を吐いて、蒼史は微笑む。

「不思議？」

「母の作る味噌汁とは違う。味噌が違うのだろうか？」

「私は白みそを使っています」

　すると、蒼史は不思議そうに首を傾げた。

「白……？　よく分からないが、美味しい」

（なるほど。料理の知識はゼロということね）

　それから、食事を終えると蒼史は玄関に向かう前に、咲奈に声を掛けてくれる。

「今日は帰りが遅くなる。先にご飯を食べていてくれ」

「何時ごろになりますか？」

「二十二時を過ぎるだろう。先に寝ていても構わない」

「大丈夫です。その時間でしたら、起きていると思いますので」

　今までは、こういった伝言事項もなかった。

　それが、今では蒼史の方からしてくれる。

「行ってきます」

「いってらっしゃいませ」

　咲奈が頭を下げて玄関前で送迎すると、蒼史は軽く会釈して家を出る。

　咲奈は玄関の扉が閉まった音を聞いてから顔を上げると、ふと頭の中に疑問が浮かぶ。

（最近気づいたのだけど……蒼史さんって、天然なのかしら？　少しばかり、不思議ちゃんのような匂いを感じる）

　蒼史との少し世間離れした会話が、今では可愛らしいとさえ思えるようになった。

　彼は彼なりに頑張って、咲奈と向き合おうとしてくれている。それが肌で感じられるから、最近は蒼史に対する怒りや焦りもない。

　咲奈はリビングに戻って食器をキッチンまで運ぶと、食洗機を開ける。

　そこにお皿をセットしようとしたら、テーブルに置いたままだったスマホが鳴りだした。

　咲奈は急いでスマホを取りに向かうと、画面には父からの着信が表示されている。

「もしもし」

　スマホを耳に当てると、父の慌てた声が聞こえてくる。

『咲奈！　咲奈なのかっ？』

「はい。その声は、お父様でしょうか？」

『咲奈。咲奈……！』

　父は酷く狼狽していて、叫びだすように言葉を吐き出す。

『今すぐ、うちに帰ってこい！　今すぐだ！』

　それには、咲奈もびっくりしてしまう。

「どうしましたか？　まだ洗い物が終わってないのですが」

『そんなもの、城田にでも洗わせておけ！　咲奈は今すぐ帰ってくるんだ！』

「申し訳ございません。話が見えないのですが……」

　父が城田家のことを呼び捨てにしたことに、まず驚く。父は城田家に対して、並々ならぬ恩義を感じていたはずだ。

　だからこそ咲奈を嫁がせたのだから、その相手を呼び捨てにするほどの何かがあったのかもしれない。

『城田の野郎が、裏切りやがった！　こちらは娘まで出してやったというのに！』

「……裏切り？」

　父は荒く息を吐きながら、叫ぶ。

『敏則が、うちの株式の売却を始めてる！　その情報が世間に洩れて、今日にでも株価が暴落するだろう。我々は、敏則に裏切られたんだ！』

「その話は本当なのですか？　まだ今日の株取引は始まっていませんが」

『事実に間違いない!!　うちの決算が悪いという理由で、株を手放すらしい。こちらはただでさえお金が足りないというのに、この仕打ちだ……！　咲奈はもう、城田に尻尾を振る必要はない！　帰ってきなさい！』

　咲奈はようやく事情を理解したものの、今すぐ首を縦に振ることもできない。

「ですが、そう簡単に……」

『離婚だ、離婚！　我々を裏切った城田に、娘まで渡すものか！』

「離婚だなんて……。私はこの先、どうすれば」

『再婚相手は私が探す！　何の問題もない！　咲奈はひとまず家に帰ってくるんだ。分かったな？』

（再婚って……。私は玩具じゃないのよ？　そんな簡単に）

「まだ、蒼史さんから事情も伺えておりません。離婚をするには、相手の判も必要です。今日、蒼史さんと話し合いをしますので」

『それなら、今日にでも判を貰うんだ！　甲斐甲斐しく城田の面倒なんて見る必要はない。分かったな!?』

　父は激高し、完全に我を失っている。

　ここで、咲奈が何かを言ったところで、父は聞く耳を持たないだろう。

「……はい。かしこまりました」

（何が起きているの？　私が、蒼史さんと離婚？）

　咲奈は通話を切ってから、バクバクと音を立てる胸に手を当てる。

　やっと、分かり合えたような気がしていた。

　蒼史との結婚生活は、これからだと思っていた。

　けれど、それもすべて、このままでは終わってしまう。

「でも、私は……月志野の娘」

　この関係を手放したくないと思う気持ちは、少なからず、ある。

　だが、それ以上に、月志野の言うことは絶対だ。

　咲奈はそういう教育を二十四年間受けてきた。両親の言うことは、絶対だと。

　頭の中で、これからどうすればいいか思考がまとまらない。

　蒼史とこれからも一緒にいたい。

　でも、月志野は「離婚しろ」と言っている。

　そのどちらを優先すべきなのか、頭ではとうに分かっているのに、理解することを拒む。

「私は……」

　城田咲奈になった今も、咲奈にとって一番大切なものは、月志野という存在そのもの。

　その為に、恋愛感情のない蒼史とも結婚をした。

　今更になって、月志野を裏切ることなんて────できない。





　■　　　■　　　■






「ただいま」

「お帰りなさいませ」

　朝にも話があった通り、蒼史の帰宅時間は二十二時を回っていた。

　咲奈は玄関で蒼史のことを迎え入れるものの、そこに笑顔はない。

「咲奈。少し、話したいことがあるのだが」

「私もです。先に、私からお話してもよろしいでしょうか？」

「ああ。大丈夫だ」

　蒼史は咲奈とともにリビングに向かう。その時、テーブルにいつもは用意がある食事が、今日はないことに気がついたようだ。

「あれ。夕飯……。体調でも悪いのか？」

（体調？　ええ、そうね。今はとても気分が悪いの）

「城田蒼史様」

「？」

　咲奈は、毅然とした態度を崩さない。

　無表情のまま、咲奈はテーブルに一枚の離婚届を置いた。

「私と、離婚していただきたく思います」

「……！」

　咲奈は既に離婚届に名前を記入して、判も押してある。

　後は、蒼史の名前と判さえ手に入れれば、それでこの関係は終わりだ。

「どうしてだ？　何か、不満なことでも？」

　蒼史は酷く狼狽えていて、咲奈の言葉を待っている。

「城田コーポレーションが、月志野玩具の株式売却を進めている旨を父から伺いました。これは、月志野に対する裏切りです」

　冷静に、ハッキリと事実を告げた。

　しかし、蒼史はふるふると首を横に振る。

「それは……。父が決めたことだ。俺もその件で、咲奈に話がしたかった。月志野には、個人的に融資をしようと」

「この結婚は、城田家と月志野家が末永く円満な関係を築けるよう、執り行われたものです。それを反故にされた以上、私がここで暮らす理由はありません」

「……理由？　咲奈は、俺と暮らす理由が、金だけなのか？」

　咲奈は顔色を変えることもなく、淡々と続ける。

「はい。私はこの結婚を、単なる政略結婚だと考えております」

「それは違う!!」

　初めて、蒼史が大声を出すところを見た気がする。

「この結婚は……、俺が望んだものだ。父に無理を言って、俺が実現させた!!　咲奈にとっては愛のない結婚でも、俺にとってはそうじゃない!!」

　しかし、咲奈は考えを変えることはない。

「愛？　そんなもの、私たちの間にありましたか？」

「……本気で言ってるのか？」

　咲奈は一度、首を縦に動かした。

「夫婦になったのに、私は毎日一人でベッドを使っておりました。この結婚は、それ以上でも、以下でもありません」

　蒼史なりに、咲奈と心を通わせようとしてくれていたことは分かっている。

　咲奈自身も、本心を言えば、離婚なんてしたくない。

　もっと同じ時間を過ごせば、蒼史のことが理解できるような気がしていた。

　これからが夫婦生活の始まりだと、昨日までは信じて疑わなかった。

　けれど、咲奈にとって大事なのは、月志野の看板だ。

　二十四年間、咲奈が必死になって守ってきたもの。

　それを大切にしてくれない人とは、この先も一緒には居られない。

「……分かった。咲奈は、そういう考えなんだな」

　咲奈の考えが変わらないことを悟った蒼史は、その言葉を最後に口を閉ざす。

「では、この届出に判を」

　咲奈が離婚届を蒼史の前に置くと、ぽつりと、蒼史は口を動かす。

「子どもの頃、俺はとにかく社交界に行くのが億劫だった」

「？」

　いきなり子どもの頃の話をされ、咲奈の頭には疑問符が浮かぶ。

「だが、十二歳の時に咲奈と出会って、少しだけ考えが変わった。咲奈に声を掛けられて、ともに遊んで、それが何回か繰り返されるうちに、俺は咲奈に会うために社交界へ赴くようになった」

　蒼史の唇は、僅かに震えている。

「咲奈と過ごす時間は、とても楽しかった。会場の外でボールを使って遊んで、父に怒られた。その後、『怒られてしまいましたね？』とあどけなく笑う咲奈が、忘れられなかった」

「……」

「だが、大人になるにつれて、咲奈は不必要に男性と接触しなくなった。咲奈に声を掛けてもらえなくなってから、俺は社交界に足が向かわなくなった」

（それは……）

　中学生になった頃、両親から『不必要に男性とは接触しない』よう命じられた。

　淑女たるもの、気安く男性に話しかけるなと、そう言われたのだ。

　それからは蒼史とも疎遠になり、咲奈はお見合いで写真を見るまで、彼のことを忘れてしまっていた。

「俺は咲奈に会うために、社交界に行っていたんだと気づかされた。咲奈がいたから、俺はその場が楽しかったんだと気づいた。だから、俺は……咲奈と、大人になっても一緒に居たかったんだ」

「そんな昔のことを……まだ憶えていらっしゃったのですか？」

　蒼史はこちらに視線を向け、ハッキリと告げる。

「俺にとって、子どもの頃の記憶は、咲奈だけだ。咲奈と過ごした時間だけが、俺の光だった」

　そんなことを言われても、咲奈は月志野を裏切ることなんてできない。

　できるはずがないのだ。

　すると、蒼史は力なく続ける。

「だが、そうか。離婚か……。結婚すれば、それで安心だと思っていたが。そういう可能性もあるのだな」

　その寂しそうな瞳に、咲奈は心が苦しくなる。

　彼にそんな顔をさせるために、咲奈は結婚した訳ではない。

（仕方ないでしょう？　私は月志野の娘で、貴方は城田の……）

「咲奈は、俺が同じベッドで寝ていたら、安心してくれたのか？」

　不意に、ぽつりと、蒼史はそんなことを口にした。

「……それは」

　咲奈が反応すると、蒼史は力強く視線を向ける。

「俺が咲奈を求めたら、咲奈はそれに応えてくれたか？」

「……」

　すぐには声が出てこない。

（私は……）

　夫婦になったのだから、そういう愛を感じるという選択肢もあった。

　咲奈自身も、嫁いだばかりの時は、緊張を覚えつつもその可能性があると、僅かながらに期待していた部分もある。

「……相手が蒼史さんなら」

　咲奈は、その口をゆっくりと動かす。

「私は、それも良いと思っておりました」

　そこで、二人の間に沈黙が流れる。

　蒼史は咲奈の言葉を噛みしめるように聞いて、拳を握りしめた。

「なるほどな」

　そして、蒼史は続ける。

「では、俺が朝まで獣のように咲奈を求めても、それを受け入れると言うんだな？」

　その吸い込まれるような瞳の大きさに、咲奈は一瞬ドキリとする。

「そ、そこまでは……言っておりません」

　咄嗟に否定するも、それに意味はない。

「愛のない政略結婚、か。確かに、咲奈はそう感じていたんだろう。俺が必死に我慢して、大事にしようと努めていたことは、咲奈にとっては愛のない行動だったんだな」

「そんなことは……」

　途端、蒼史は立ちがってこちらに近づいてくると、咲奈の目の前に座りこんだ。

　そして、咲奈の後頭部に右手で触れるなり、その唇を咲奈のものと重ねた。

「っ……」

　蒼史と式以外で初めてしたキスは、蒼史の焦りと熱を感じた。彼の唇は強引に咲奈の唇に吸い付いて、咲奈が逃げても追いかけてくる。何度も音を立てて唇をくっつけて離すのを繰り返すと、やがて彼の舌が腔内に侵入してきた。

「～～！」

　ディープキスというものを単語で聞いたことはあるが、咲奈にとって初めての行為に、ジタバタと身体を揺らす。しかし、蒼史の舌は咲奈の上顎を舐めて、歯の裏にまで達する。

（何をしているの……!?）

　今、何が起きているのか、理解できない。

　先ほどまで、離婚の話をしていたはずだ。それが今、貪るように咲奈を食しているのは、あの無口で冷徹な城田蒼史であることが、どうしても信じられない。

「暴れるな」

「……っ」

　蒼史は不意に唇を離すと、咲奈に命じる。

　咲奈は「はぁ。はぁ」と熱い息を吐きながら、おそるおそる蒼史の顔を見つめた。

　彼の純白の肌は、紅葉のように赤く染まっている。蒼史はいつも凛とした表情を崩さないのに、今は目を細めて咲奈を求めるように濡れた瞳を向けてきた。

「そうか。咲奈は、最初から抱かれたかったんだな。俺に」

　最初から、抱かれたかった……？

「そうすれば、この結婚は意味のあるものになったんだ。そうだろう？」

「蒼史さっ」

　名前を呼んだが、無視された。蒼史が近づいてくるから、咲奈は逃げるように身体を仰け反らせる。すると、布団も敷かれていない床に咲奈の背中がついて、押し倒されるように蒼史を見上げた。

「果てるまで抱いて、愛を囁いて、その腹に俺の子種を残して。そうやって日々を過ごせば、咲奈は満足なんだな？」

「ちがっ……！」

「何が違う？　これが愛のある結婚だと自覚するには、同じベッドで寝る必要があるのだろう？」

　確かに、それを言ったのは他でもない自分自身だ。

　だが、今の蒼史には気迫があって、少し怖い。これから何をするつもりなのか、咲奈は十分に理解しているけれど、肉食の獣にロックオンされた草食動物のように萎縮してしまう。

「私はっ……。ただ、結婚した以上、そういう愛も感じたかっただけで」

「なら、これから俺が果てるまで咲奈を抱いて、孕ませればいいんだな？　俺たちの間に子どもができてしまえば、容易に咲奈の両親も離婚だなんだとは騒げないだろう？」

「えっ。ま、待って」

「最初からこうすれば良かったんだ。咲奈にとって『愛』は、肉体関係があってこそ成り立つものなんだろう？」

　その言葉を皮切りに、蒼史は咲奈の首筋を舐めるようにキスした。薄っすらと汗をかいているのに、蒼史は気にする素振りも見せない。

　咲奈は両手で蒼史を押し返そうとするも、蒼史はその両腕を掴んで床に押し付ける。

　両手を封じられた咲奈は、蒼史の行動を止めることができない。彼は咲奈の着用していたワンピースの上から乳房に口を寄せると、はぁっと大きく息を吐いた。その吐息の熱が咲奈の乳首を刺激し、ツンと突起が勃つ。

「……ん」

　このままでは、蒼史に蹂躙される。それが分かっているのに、今は拒絶できない。

　彼の放つ熱は、咲奈をくらりとさせるほどに魔性のオーラを放っている。異性から激しく肉体を求められたことのない咲奈にとって、全ての体験が初めてで、この先を知りたいと心のどこかで思ってしまう。

「抵抗するなよ」

　蒼史はそう言って、咲奈の両手を離す。そして着ていたシャツのボタンを外すと、蒼史は逞しい肉体を露出させた。

　六つに割れた腹筋には汗が浮かび、ピンクに色づいた乳首に視線が向く。ぷっくりと膨れたその乳首は、咲奈のよりもかなり小さいけれど、触ってみたいほどに魅惑的に思えた。

　続けて、蒼史はズボンのベルトに手をかける。カチャリと音を立ててベルトを外すと、なんの抵抗もなく黒のボクサーパンツを見せた。その屹立は布越しからでもその硬さが分かるように強調され、先走りで先端が濡れている。

　蒼史は下着だけの姿になると、今度は咲奈に視線を向けた。そして、咲奈の腕を引っ張り上半身を立たせると、背中のファスナーを下ろす。

「俺が裸になったんだ。咲奈も裸になれ」

「……」

　咲奈ははだけたワンピースを腕からするりと取り払って、ブラジャーとショーツだけの姿となる。今日は白の下着を着用していたが、蒼史はじっと咲奈の身体を見つめたまま閉口している。

　おそるおそる咲奈はブラジャーのホックに手を伸ばすも、外す勇気が持てない。そこで動きを止めてしまうと、蒼史はじれったそうに右手を伸ばした。

「さっさと外せ」

「あっ」

　パチンッと、ホックが外れる。乳房が揺れて蒼史の前に露出されると、乳首は感じるようにピンクに色づき、隆起していた。

「ショーツも、脱いで」

　その言葉は無機質だけれど、どこか雄の熱を感じる。咲奈は両手を使ってショーツを下ろすと、陰毛の生えた秘部を露わにした。

「そ、そうしさん……」

「なんだ？」

「ここで、するんですか……？」

　布団も敷かれていないリビングで行為をしたら、きっと背中がゴツゴツとして痛いだろう。せめて、行為をするならベッドの上でしたい。

「仕方ないな」

　蒼史は裸の咲奈を、お姫様だっこの形でひょいと持ち上げる。そのまま軽々と二階の寝室に向かうと、咲奈をベッドの上に置いて言った。

「これでいいか？」

「……はい」

　お互いに裸の状態で、ベッドの上で向かい合っている。これからすることは、咲奈の人生で初めての経験だ。

「咲奈は初めてか？」

「は、はい」

「それなら、きちんと解すか」

　蒼史は咲奈の胸の大きさを堪能するように、両手で回すように揉んでいく。人差し指で乳首を刺激すると、咲奈は恥ずかしさからきゅっと瞳を閉じた。しかし、蒼史の手が止まることはない。

　蒼史は唇を乳首に寄せて、ぺろりと舌で舐める。それから唇で吸い付いて、ちゅうと吸い上げた。その感覚に咲奈はビクッと身体を震わせた。

（な、舐められてるの……？　乳首を？）

　咲奈は、夜伽では具体的に何をするのか、子どもの頃からよく分かっていない。そういう文献にも触れていないし、思春期まではコウノトリが子どもを運んでくると本気で信じていたほどだ。

　はしたない話を両親にすることもできない咲奈は、友人関係も狭く、夜の営みの知識は皆無と言ってもいい。

　ただ、結婚した相手とはそういうことをする。

　むしろ、そういう営みがない方がおかしいらしい。

　それだけを知っている咲奈は、蒼史から浴びる熱に動揺を隠せない。

「蒼史……さん」

　執拗に乳首を舌で弄る蒼史に、咲奈は言う。

「恥ずかしい……です」

「そうか」

　それだけ言って、蒼史は止める気配もない。左手でもう片方の乳房をぎゅっと揉むと、指先からこぼれる乳房を揉みしだいた。

（待って……。おっぱいは、子どもを育てるためにあるもので、蒼史さんが吸うためにあるものでは……！）

　咲奈の顔が赤く染まる。ただでさえ裸を見せるのは恥ずかしいのに、彼が求めるように咲奈の胸を弄ることで、咲奈の唇はわなわなと震えた。

「そろそろかな」

　蒼史は右手の人差し指で咲奈の割れ目に触れると、花弁をクリクリと刺激する。続けて陰核を擦ると、咲奈の快楽物質を分泌する箇所を的確に刺激してきた。

「んっ……あぁ」

　はしたない声が漏れたが、咲奈は自分でも理由が分からない。

　こんなにも淫らな嬌声を上げて、蒼史は引いていないだろうか。しかし、今はこの声を止めることができない。

「やっ……だ、だめぇ」

　陰核を何度も擦られると、甘い蜜が隘路から溢れてくる。やがて、くちゅくちゅと淫らな音が寝室に響いて、咲奈は唇をきゅっと噛んだ。

「あ。あぁ」

　しかし、すぐに声が漏れる。

「咲奈は、ここを擦られるのが好きなのか？」

「ちがっ」

「それなら、もっと気持ちいいことをしよう」

　蒼史は咲奈の肢を開脚させて、顔を秘部に近づける。そして、陰核を舌先でぺろりと舐めて、唇でちゅうと吸い上げた。

「～～！」

　咲奈が感じる姿を見せるにつれ、蒼史の唇はゆっくりと持ち上がる。彼は自身の手によって陥落していく咲奈を見るのが喜ばしいのか、目を細めて囁いた。

「舐めたら、すぐに蜜が出てきた」

　蒼史が喋るたび、吐息が秘穴に掛かる。

　恥ずかしい。それなのに、どうしようもなく淫らな感情が湧き出てきた。

　人差し指を隘路の中に挿入させると、上下させてから、時折クイッと第一関節を曲げる。すると、咲奈の感じる箇所を指が突いて、下腹部に力が入った。

「！」

「咲奈の身体は、敏感だな」

　蒼史は中指も中に挿入させて、二本の指で激しくピストンをする。くちゅくちゅと蜜が指に絡み合う音がして、咲奈はワケも分からず「あっ」と声を漏らす。

　次第に、蜜の音がぐちゅぐちゅと重厚感を増していく。すると、蒼史は指を抜いた。

「もういいか」

　蒼史はおもむろにボクサーパンツを脱ぐと、その大きく反り立つ屹立を見せる。

　彼はそれを見せることに、恥ずかしさや抵抗はないらしい。その堂々とした佇まいに、見ているこちらが恥ずかしくなりそうなほどだ。

　そしてそれは、咲奈が今までの人生で、知りえない形をしていた。

（こんなに大きなものが、これから私の中に……？）

　蒼史は普段の凛とした表情が崩れ、獲物を捕食する目つきをしている。

　咲奈が驚き目を丸くしても、彼はクスッと笑うほどの余裕があった。

　こんなもの、絶対に挿入らない。いや。きっと、挿入ったとしても身体が壊れてしまう。

　分かっているのに、蒼史は咲奈の割れ目に肉棒を押し付けて、ぐっと力を込めてきた。

「待って。まって」

「待たない。挿入るぞ？」

「挿入らないから……。絶対」

「挿入てみせるさ。咲奈に拒否権はない」

　咲奈の両足の太ももを掴んで、咲奈を決して離さない。

　その先端が、花弁に触れる。徐々に力がこもって、それが隘路の中に侵入してきた。

「あっ……ああ」

　これ以上は、ダメだ。何かが壊れてしまう。

　破瓜の痛みは感じない。けれど、咲奈の隘路の手前にあった処女膜が、蒼史のそれに突き破られ、秘穴からつぅ……と血が垂れた。

「挿入ったぞ」

　奥まで挿入された屹立は、咲奈の中で熱を放つ。大きく硬いその棒は、咲奈の蜜襞に絡みついてくちゅりと音を立てた。

　蒼史は腰を動かすと、咲奈の中を弄ぶように動く。子宮の中にまで挿入ってきそうな大きな肉棒は、咲奈の感じるポイントを奥の奥まで逃さない。

「ふぁっ。あ……！」

　咲奈が声を出すたび、蒼史は嬉しそうに口角を上げる。それはまるで、咲奈が堕ちていく姿を見て、愉悦に浸る男のようだ。

「やっ。あぁ」

「何が嫌なんだ？　中はこんなにも濡れているのに」

「あ……ぁ！」

　どうして、こんなことになっているのだろう。

　蒼史の肉体はあまりに存在感が大きすぎて、咲奈の身体では受け止めきれてないのではないかとさえ思う。

　本当に、あんなものが奥まで挿入っているのだろうか。もしそうなら、どこか壊れているのではないだろうか。

（なのに、どうしてこんなに、気持ちいいの……？）

　蒼史の腰が上下するたび、快楽が咲奈を襲う。閃光が走ったように咲奈の身体は刺激され、蒼史を求めて隘路が痙攣しだした。

　抱きしめられるような形で、咲奈の身体が蹂躙される。それは初めての感覚で、咲奈は自分でも何が起きているのか理解するのに時間を要した。

（あぁ。どうして？　どうして身体の中に、あんなに大きなものが挿入っているのに、痛みよりも気持ち良さが勝るの？　おかしいわ。絶対におかしい。こんなことが気持ちいいなんて、私の身体はどうかしている）

　皮膚が擦れる音が響いて、咲奈は何度も息を吐く。

　行為は気持ちの良いものだと耳にしたことはある。

　だが、どういう原理で気持ち良さを感じるのか、咲奈は今まで理解していなかった。

（身体の中が痙攣して……言うことを聞かないの。自分の身体なのに、自分のことが分からない。あぁ。どうして？　どうしてこんなに……！）

「起き上がったらどうだ？」

「へっ……？」

　咲奈は腕を引っ張られ、上半身を起こす。すると、蒼史の高揚した頬と濡れた瞳が目に入った。

　彼は咲奈の腕をもっと引っ張り、ベッドに手をつかせる。

「次はバックだ」

（バック……？）

　何をするのか、咲奈には分からない。

　しかし、咲奈の背後に蒼史は回ると、咲奈の臀部の割れ目を両手でくぱっと開いた。

　咲奈の腰に手を置いて、蒼史は屹立を秘穴に当てる。そのまま、その中へ肉棒を挿入させた。

「あ……ぁあああ」

　先ほどよりも、蒼史の肉の形がよく分かる。くっきりと浮かび上がったその形は、咲奈の身体をこれから弄ぶのだ。

　蒼史は何度も腰を振り、パンパンと皮膚を重ね合わせる。咲奈はそれに嬌声を上げ、ただ受け入れることしかできない。

（まって。こわれる。壊れちゃう……！）

　あんなにも大きな屹立が、咲奈の中で暴れ回っているのだ。

　それなのに気持ちがいいなんて、どう考えてもおかしい。

　何かが壊れてしまって、それが意味も分からず快楽物質を分泌しているのではないだろうか。

　そう考えてしまうほどに、蒼史の屹立は中できつくうねって、咲奈の子宮の入口を執拗に叩く。

「んっ。あっ」

「咲奈の中、痙攣しだしたな。イキそうか？」

（イき……？　って、何？）

　蒼史の言うことが、この感覚を指すのか分からない。身体がピリピリとして、蒼史が腰を振るたびに弾けるように快感を享受する。

　蜜がぽたぽたと秘穴から垂れて、シーツを濡らす。蒼史はそれでも、より一層奥まで挿入るように、咲奈の割れ目を指でこじ開けた。

「そんなに気持ちいいなら、もっと奥まで挿入てやろう」

　蒼史は咲奈の左足を持ち上げて、体勢を崩してくる。ベッドに倒れ込んだ咲奈は、左足を大きく開脚させて蒼史と屹立を受け入れる。

「んっ。んんっ」

　一八〇度の開脚は、身体の固い咲奈には辛い。それでも、蒼史が肢を持ったまま中を突かれると、快感の蕾が花開くように咲奈の感覚を刺激する。

「このまま、奥に出してやる」

「ふっ……う」

「溢さず受け止めるんだぞ？」

　男性は、白濁の液を出して女性に子どもを孕ませることは知っている。

　行為とは、もっと優しく紳士的なものだと信じていたが、こんなにも肉食な行為もあるらしい。

　そして何故か、咲奈はこの肉々しい関係に、心地良さを感じている。

（ああ。中……おかしい。何か、何かが欲しい……！）

　いつの間にか、身体は何かを求めて痙攣している。

　それは、子種の白濁なのだろうか。

「咲奈。咲奈」

　蒼史は名前を呼んで、最後の力を振り絞るように腰を振る。彼の屹立の硬さは増し、咲奈の身体の中で熱く滾らせた。

　やがて、咲奈の子宮の中に白濁の液が放出される。それは勢いよく中に出され、彼の肉棒がヒクヒクと痙攣しているのが感覚で分かった。

「……いいか？　俺は、子どもができるまで、何度でも咲奈を抱く」

　蒼史は右手でぐしゃりと自身の髪を掴んで、前髪をかき上げる。

　彼は先ほど致したとは思えぬほどに力強い眼差しで、咲奈の目を見て告げた。

「────離婚は、絶対にしない」

　それが、全てだ。

　そう言わんばかりの瞳に、咲奈はトクンと胸が鳴る。

（どうして……？）

　身体を重ねる前と後では、蒼史の見え方が変わっていた。

　つい先ほどまでは、無口で何を考えているか分からないのに、時折微笑むその優しい笑顔に、彼なりの優しさのようなものを感じていた。

　それが今では、ゆるりと口元に弧を描く雄の笑みに、彼の情欲と肉を喰らう獣のような雄々しさを感じている。

「蒼史さん……」

　咲奈は、ただ欲望のままに、呟く。

「もう一度、してくださりませんか？」

　蒼史を上目遣いに見つめ、咲奈はねだった。

　すると、蒼史は驚いた表情を見せる。

「もう一度？」

「……はい」

　咲奈は小さく頷く。

「なんだか、先ほどから身体が変なんです。気持ち良くて……おかしくて。もっと欲しくなってしまいました」

　身体が疼いて、隘路から甘い蜜と白濁の液が垂れる。

　咲奈の瞳には、熱を帯びた蒼史しか見えていない。

「この感覚は、一体、何だと言うのですか？」

　ゆるりと蒼史は口元に弧を描き、咲奈を正面から抱きしめる。

「絶対に、離さないからな。咲奈」

　そして、蒼史は咲奈の秘穴にもう一度顔を寄せた。両手の親指で陰核を広げて、愛でるようにそこを幾度となく舐める。既に痙攣した咲奈の身体からはとめどなく愛液が溢れ、身体がピクピクと反応した。

　蒼史はごくんと蜜を飲みこんで、咲奈の身体を転がすようにうつ伏せにした。そして、腰だけを持ち上げて奥まで肉棒を挿入させてくる。

「んん……！」

　彼が秘穴を上下するたびに、顔を枕に伏せた咲奈の口から嬌声が漏れた。

　蒼史から受ける力強い腰の動きをどこに放出すればいいか分からず、咲奈はぎゅっと枕の端を右手で掴む。

「……ああ。気持ち良いな」

　蒼史はゆるりと口元に弧を描き、咲奈の身体を堪能する。

　互いの身体が密着し合うことで、咲奈は彼の存在を、今まで以上に強く感じた。

「だが、この体勢だと、咲奈の顔がよく見えない」

　蒼史はじれったそうに呟くと、咲奈を再度仰向けの姿勢にさせる。そして、咲奈の腰を両手で持ち上げて挿入させると、蒼史は膝立ちして咲奈の中へ挿入させてきた。

「あぁっ。ああ！」

　蒼史は親指で陰核を刺激しながら、何度も激しく咲奈を求める。咲奈の両足は蒼史の足と絡まりあい、彼の上から襲いかかるように咲奈の中を貪った。

「咲奈、溢すなと言っただろう」

　そんなことを言われても、愛液は白濁とともに溢れて止まらない。蒼史が出してくれたものは、もうほとんど外に放出されてしまったかもしれなかった。

「また出すぞ」

「蒼史さん……！」

　彼は激しく腰を動かし、咲奈の中に再度、白濁を奥に流し込む。

「はぁ……はぁ」

　彼のものを身体が受け入れるたびに、女としての性の喜びが全身を震わせる。

　今はただ、後先も考えずに蒼史の身体を堪能したい。

　咲奈は、疼く下半身に忠実に、言葉を紡いだ。

「もっと、頂戴？」

　そして、蒼史はまたも咲奈を抱く。

　それは朝まで続いて、咲奈は蒼史なしでは生きていけぬ身体となった。

　────離婚？

　そんなものは、もう考えられない。

　こんなにも気持ちいいことを、月志野は今まで教えてくれなかった。

　これは他でもない、蒼史が教えてくれた感情だ。

　今はただ、蒼史が欲しい。

　その欲望だけに、これからも正直でありたいのだから。







２．離れたくない








　────私は、月志野の娘。

　ずっと、そう思って生きてきた。

　そこに疑問や不満を抱くことは一度もなく、両親の言うことは絶対と信じ、この二十四年間を過ごしてきた。

　それなのに、蒼史と初夜を遂げた日から、何かがおかしい。

　初めて感じた男性の熱。それは両親が与えてくれる温かな愛とは違って、燃え盛るような、もっと欲しくなるような何かがあった。

　確かに、この生活の始まりは政略結婚だった。

　両親もそのつもりで咲奈を送り出し、城田家に裏切られたと知り、帰ってこいと命じている。

　だが今は、蒼史の本当の想いを知った。

　彼のことを知り、その深い愛を知り、今では離れがたいとすら感じている。

（でも……私は）

　ここで月志野に帰ってしまえば、新たな男性と婚姻を結ぶことになる。

　そうなれば、蒼史と顔を合わせることもない。仮に社交界で見かけても、互いに話しかけることさえできないだろう。

　このまま、蒼史を手放してしまってもいいのだろうか。

　否。それは考えるまでもなく……。

（私は月志野の娘。月志野の為に）

　────それを守ることに、何の意味がある？

　一度でも疑問が頭に浮かぶと、それは大きく膨れ上がっていく。

　両親に言われ、城田蒼史と結婚をした。

　そして、両親に言われたから、離婚をする？

（私の感情は、おざなりなの？　私はいつまで、お父様の傀儡として生きていくの？）

　蒼史は、真剣に咲奈を愛してくれている。

　彼は対話力こそ欠如しているものの、芯は優しく温かい人だ。

　それを分かっていて、蒼史を裏切り、離婚をして、新しい嫁ぎ先に向かう？

（次の嫁ぎ先の御方は、私を愛してくれるとは限らないのに……）

　どうして、こんなことで悩んでいるのだろう。

　今までの咲奈であれば、平気で蒼史のことなんて切り捨てられたはずだ。

　それなのに、どうして……。

「……」

　その意味は、考えるまでもなく分かっている。

　これだけは、両親に何を言われようとも、変わらない感情。

　二十四年間の人生の中で、初めて抱いた胸のときめき。

　月志野咲奈は……城田蒼史に、恋をしているのだ。





　■　　　■　　　■






　咲奈は、自身の決意を理解してもらうために、月志野家に赴いた。

　二カ月ぶりに帰ってきた実家は、もうどこか懐かしいような心地がする。二十四年間をここで過ごしてきたというのに、それは最早遠い記憶だ。

　インターフォンを鳴らすと、すぐに母が玄関から顔を出してくれた。

「咲奈。お帰りなさい」

「お久しぶりです。お母様」

　咲奈が頭を下げると、母は悪気なく微笑む。

「そうね。久しぶりだけど、これからはまた一緒よ？」

（……っ）

　それが当たり前のように、咲奈が離婚をしてきたと思い込んでいる。

　初めて母の期待に背くことに、罪悪感がない訳ではない。

　だが、この気持ちは、母のどんな言葉をもってしても、変えられないのだ。

「すみません。その件で、今日はお話に参りました」

「上がって？　紅茶でも飲みましょうね？」

「お邪魔いたします」

　咲奈が玄関で靴を脱ぐと、その音で父が駆けつけてくる。

「咲奈。おかえり」

「お久しぶりです。お父様」

　咲奈は靴を揃えてくるりと向きを変えると、父に向かって一礼した。

「大変だっただろう。城田との日々は」

　普段なら、この言葉に対する返事は「ええ。仰る通りです」で決まりだ。

　しかし、今日はそれを言いに来た訳ではない。

「いえ。お父様が思うよりずっと、私はこの生活を楽しんでおります」

　すると、咲奈の返事に父は眉をピクリと動かした。

「なんだ？　離婚はしないとでも言い出すか？」

　途端に険しい表情をして、父は睨みをきかせる。

　思えば、父からこんな顔を向けられたのは、生まれて初めてかもしれない。

「できれば、リビングでお話がしたいです」

「……ああ。そうだな」

　家族揃ってリビングに移動する。そこには雪がいて、咲奈と目が合うなりパッと表情を明るくさせた。

「お久しぶりですね。雪」

「咲奈様……！　よくぞご無事で」

（私は狩りにでも出かけていたの？　ただ、蒼史さんと一緒に暮らしていただけよ？）

　相変わらず、雪の城田蒼史に対する印象は悪いものでしかないらしい。

　咲奈はソファに腰掛けると、父と母は真向かいに腰掛ける。

　雪がダージリンティをカップに注ぐと、それがテーブルに置かれてから口を開いた。

「お父様。私は、もう少しこの結婚生活を頑張ってみたいと思います」

　これが、父の求める答えではないことは分かっている。

　反対されることも承知の上だ。

「咲奈。お前には苦労をかけた。私が城田に嫁げと言い、私が離婚しろと命じた。その件に関しては、弁解の余地もない」

「はい」

　父の表情は徐々に暗くなっていく。

「だがな？　咲奈。お前は月志野の娘だ。月志野が城田に裏切られた以上、お前は城田とともに居てはいけない。それは分かっているな？」

　父の言い分はごもっともだ。

　今までの咲奈であれば、すぐに理解し離婚届に判を押しただろう。

「お父様。思えば、私は初めて自分の意思を持って発言するかもしれません」

　両親の表情が曇るにつれ、自信がなくなりそうになる。

　それでも、この気持ちは揺るがない。

「私は月志野の娘として、お父様とお母様の言葉には決して逆らうことは致しませんでした。それが正しい、私のあるべき姿だからです。ですが」

　今までずっと、月志野の娘として生きてきた。

　けれど、一人の女性としての咲奈が今、産声を上げる。

「お父様。私はこの結婚生活を、今後も続けてみたいのです」

　それが間違いだと分かっていても、今はこの気持ちを信じて前を向いて生きてみたい。

　蒼史との未来を、今後も描いてみたいのだ。

「どうか、私の中にある僅かな希望を、ここで絶やさないでください」

　咲奈は深々と頭を下げ、父に懇願する。

「状況は理解しているな？」

「承知しております。私が望むことは、月志野の意に反するもの。娘である私には、離婚以外の道が残されていないことも。ですが」

　咲奈は顔を上げ、泣きそうになりながらも言葉を紡ぐ。

「蒼史様に、『愛している』と言われました。その時、私はどうしようもなく、嬉しかったのです」

　寡黙で何を考えているか分からない蒼史が、初めて見せてくれた様々な表情が忘れられない。

　蒼史と一緒に居れば、今まで見たこともないような世界を見られるかもしれない。

　今は、そんな気持ちが溢れ出て仕方がないのだ。

「この気持ちに、私は嘘が吐けません。私は月志野の娘である以上に、この気持ちを大切にしたくなってしまったのです」

　言いながら、一筋の涙が頬を伝った。

　その時、自分は泣いていたのだと気づく。

　どうして涙が出たのか、自分でもよく分からない。

　ただ、蒼史と離れ離れになってしまうと思うと、心がキュッと切なくなる。

「お父さん。私からもお願い。もう少し、咲奈の好きにさせてあげて？」

　すると、見かねた母が口を挟んできた。

「咲奈がこんなにも辛そうな顔をしているの、久しぶりに見たわ。私たちが強制しようとしていることは、咲奈にとって悲しいことなのよ。私たちは、一度は咲奈を手放した身。咲奈の将来を、もう少しだけ見守ってあげましょう？」

「だが！　城田に大事な娘を預けているなんて……！　私の気が収まらない！」

　父は憤慨するも、母は手懐けるように隣で語る。

「そうは言っても、私たちが嫁がせたのよ？　咲奈を蒼史さんのところに」

「だが……！」

　母にばかり頼る訳にはいかない。

　咲奈も続けて、頭を下げた。

「お父様。どうかお願いです。私にもう少し、この夢の続きを見せてください」

　これが我儘だと、十分に理解している。

　父はもしかしたら、この一件で咲奈を月志野から勘当するかもしれない。

　しかし、母は優しい声で咲奈に呼びかけた。

「咲奈。顔を上げて？」

　その一言で、咲奈はゆっくりと顔を上げる。

「お母さんは、咲奈の味方だから。貴方はもう、泣かなくていいのよ」

　その優しい微笑みは、咲奈のよく知る母の笑顔だった。

　その表情を見られただけで、咲奈は安堵から幾筋も涙を流す。

「ありがとう、ございます……」

　咲奈が礼を言うと、父は途端に居心地悪そうな顔をする。

「このままでは、私が悪者のようじゃないか」

　すると、母はクスリと笑った。

「そんなことないわ。少し、勝手が過ぎるだけよ」

　母の嫌味に、父はムッと閉口する。

　その後、一分ほどの間が空いてから、父は腕を組んで大きく息を吐いた。

「咲奈。事情は理解した。これからは、咲奈の好きにしなさい」

「！」

　その返事に、咲奈は目を見開く。

　母は嬉しそうに首を何度か縦に振って、咲奈を見つめる。

「そうよ？　咲奈、貴方は貴方の幸せをこれから見つけなさい。お母さんは、ずっと咲奈の味方よ？」

　父も続けた。

「ああ。私も咲奈の味方だ。咲奈の幸せは最大限に応援する。……だが、城田と暮らすのが嫌になったら、すぐにでも帰ってきなさい。咲奈を迎える準備は、いつでもできている」

　両親の優しい言葉に、咲奈は深く感謝の意を込めて礼を述べた。

「はい。ありがとうございます」

　なんとかこれで、穏便に両親を説得することに成功したことになる。

（勘当されなくて、本当に良かった……）

　ずっと心の内で不安だった咲奈にとって、両親の言葉はとても温かなものだった。

　これでようやく、蒼史と一人の女性として、真剣に向き合うことができる。

　蒼史と些細なことで笑い合って、穏やかな日常を築くことができれば、それでいい。

　咲奈はそう心の底から願いながら、胸の辺りでぎゅっと拳を握りしめた。





　■　　　■　　　■






　実家から帰宅して、咲奈は夕食の準備に取り掛かる。今日は秋刀魚が手に入ったから、焼き魚にして振舞おう。そう思いながら、材料を冷蔵庫から取り出して支度を進める。

　料理が完成した頃、蒼史が自宅へと帰ってきた音が聞こえる。

　咲奈は玄関に向かうと、蒼史は小さく笑みを浮かべた。

「ただいま」

「お帰りなさいませ」

　咲奈が蒼史の鞄を受け取ると、彼は言う。

「先ほど、咲奈の父親に会ってきた」

「！　奇遇ですね？　私もお昼ごろ、実家に帰っておりました」

「そうか」

　蒼史は既に知っていたのか、特に驚く素振りは見せない。

　彼は続けて言う。

「月志野玩具には、俺が個人的に融資をすることになった。足りるかは分からないが、当面は金銭苦には陥らないだろう。その間に新しい融資先を探すと聞いている」

「融資？　蒼史さんが？」

　驚いて、つい訊き返してしまう。

「個人で動かせる金額には限りがあるからな。新しい融資先を探すまでの繋ぎにしかならないが」

「どうして、蒼史さんがそこまでしてくださるのですか？」

　咲奈の質問に、蒼史は不思議そうな表情を浮かべる。

「どうして？　どうしてとは？」

「え……。だって、城田コーポレーションは、月志野玩具から手を引くのでは」

　すると、蒼史は靴を脱いで、ぽんと咲奈の頭に手をのせた。

「お前の為以外に、理由があるか？」

「！」

　蒼史は、咲奈のことを気に掛けてくれていたのだ。

「両親と俺との板挟みでは、咲奈も苦労が絶えないだろう。せめて、俺だけでも月志野に誠意を見せないとな」

　咲奈の苦労を理解して、蒼史は自分なりにできることを精一杯探してくれた。

　そのことが、今はとてつもなく、嬉しい。

「ありがとうございます。その気持ちだけでも、嬉しいです。感謝でいっぱいです……！」

「一番良いのは父を説得して、今後も引き続き、月志野への融資を継続することなのだが。俺の力が及ばず、申し訳ない」

　蒼史が頭を下げるから、咲奈はふるふると首を横に振った。

「いえっ。月志野の為に、ここまでしてくださるなんて……。月志野を代表して、お礼申し上げます」

　咲奈が深々と頭を下げると、蒼史は気にするなと首を振る。

「そういうのは良い。俺の帰りを待っていたのだろう？　夕飯を食べよう」

「はい！」

　ともにリビングに向かうと、秋刀魚の焼けた匂いが部屋中に立ち込めている。

「秋刀魚か」

「市場に出回りだしたようなので、購入してみました」

「……良い匂いだ」

「お好きなのですか？」

　蒼史はクスッと笑顔で肯定する。

「ああ。魚は基本的に何でも好きだ」

「お飲み物は何にされますか？」

「ビールにしよう」

「かしこまりました」

　咲奈は冷蔵庫からビールを取り出して、グラスに注ぐ。

　それを蒼史に差し出すと、彼はなんてことない世間話をするように言った。

「咲奈。いい加減、敬語抜きで話したらどうだ？」

　それは、人生で何度も他人から言われてきた言葉だ。

　しかし、咲奈には咲奈の言い分がある。

「……すみません。実家でも敬語で話していたもので、逆に普通に話すのが難しいのです」

「月志野は、教育も厳しいんだな」

「私にとって、これが普通だったので。特に厳しいと感じたこともないのですが」

「そうか」

　咲奈はテーブルに料理を並べ終えると、蒼史と向かいの椅子に腰掛ける。

「「いただきます」」

　二人で手を合わせて、夕食を取り囲む。蒼史は早速秋刀魚に箸を向けると、一口頬張って小さく笑みを浮かべた。

「ん。美味しいな」

「はい。旬のお魚は、油がのっていますね」

　咲奈は器用に箸を使いながら、骨のある部分を取り除いていく。

　その様を見ていた蒼史は、感心したように言った。

「骨を取るの、上手だな」

「母から教わりまして。大切な命ですので、内臓もすべて残さず食べるようにと」

「そうか。俺は少し、内臓のえぐみが苦手なのだが」

「無理なさないでください。残しても構いませんので」

　咲奈は秋刀魚を食べながら、白米を口に運ぶ。味噌汁は早めに作ってしまったせいか、少しぬるかった。しかし、蒼史は文句も言わずに食べ進めていく。

「咲奈は、両親と何を話したんだ？」

　咲奈は、嘘を吐くことなく、ありのままの事実を伝える。

「蒼史さんと離婚はできないと、お伝えしました」

「……！」

　蒼史は驚いたのか、箸の手を止める。

　咲奈はそっと微笑みを浮かべて、蒼史の目をじっと見つめた。

「私自身も、蒼史さんのことを、もう少し知りたいので」

「そうか。……そうか」

　蒼史は嬉しそうに首を小刻みに動かして、頬を赤らめる。

「ありがとう。俺との生活を、守ってくれて」

　この生活を、咲奈自身も守りたかった。

　そして、蒼史も、それを望んでくれている。

「私、蒼史さんと二カ月ともに過ごして、蒼史さんのことが少しだけ分かったような気がしています」

「それは、なんだ？」

　咲奈は笑顔で続けた。

「蒼史さんは、言葉が足りないだけで、実はとても良い方なのだと」

「……なんだか、こそばゆいな」

　恥ずかしそうに俯く蒼史に、追い打ちをかけるように言う。

「私も、蒼史さんとの生活を大切に、日々を過ごしていきたいと思います」

　すると、蒼史は一度首を縦に動かして、咲奈に笑いかけてくれた。

「ありがとう。俺も、もう少し自分の意見が主張できるよう努めよう」

「ありがとうございます」

　そうして、二人は夕食を完食する。

　蒼史が食器をキッチンに運ぼうとしたため、咲奈が声を掛けた。

「あ。食器は私が片づけますので」

「いや。考えたのだが、家のことを咲奈に任せきりというのは良くないなと。俺は咲奈が作るような美味い料理なんて作れないが、食器洗いくらいはできる」

　どうやら、蒼史も家事を手伝う気になってくれたらしい。

「そうですか？　では、今日はお任せしましょうか？」

「今日だけじゃない。今後は俺に任せてくれ」

「……ありがとうございます」

　しかし、蒼史の食器洗いは少し不安だ。

　咲奈は一緒に食器をキッチンまで運んでから、彼の動きに注目した。

　蒼史は、キッチンにあったスポンジを手にして、小さく首を横に傾げる。その後、フライパンを手にしておもむろにスポンジを押し当てると、ゴシゴシと擦り始めた。

「蒼史さん。食器は、スポンジで擦るだけではダメなのです」

「……何がダメなんだ？」

　蒼史はこちらを見て、心底不思議そうな表情を見せる。

「洗剤をつけないと、油汚れは落ちないのです」

「洗剤？」

　咲奈は流し台の横に追いた洗剤を見せた。

「これです。適量出してください」

「適量とは？」

「えーっと。五百円玉くらいです」

「なるほどな」

　蒼史はスポンジに洗剤を出してから、くしゅくしゅとスポンジを泡立てる。

　そして、フライパンに再度向かおうとしたところで、咲奈が止めた。

「洗うのにも順番がありまして。まず、油汚れの少ないお皿から洗って、最後に鍋やフライパンなどを洗います」

「そんな決まりまであるのか」

「はい。でないと、スポンジが汚れてしまうので」

　咲奈の返事に、蒼史は納得したように首を動かす。

「そうかそうか。まだこの世界には、俺の知らないことがたくさんあるのだな」

　そう言って、目を輝かせながら食器を洗っていく。

　その姿が童心に返ったように可愛らしくて、咲奈は思わず笑ってしまった。

「ふふっ。蒼史さん、楽しそう」

「そうか？」

「子どもみたいにはしゃいでいます」

「……恥ずかしいな」

　蒼史はそう言って、ほんのりと耳を赤らめる。

　唇をきゅっと尖らせた彼は、それからしばらくの間、食器洗いに専念した。

　すると、スポンジをくしゅくしゅしながら、その泡が少なくなってきたことに気づく。

「スポンジの泡がなくなってきたな」

「そしたら、また洗剤をつけてください」

「使い過ぎじゃないか？」

「いえ。今日はお皿の枚数も多いので、普通ですよ」

　咲奈の進言通り、蒼史は洗剤をもう一度つけてから食器を洗っていく。

　そして、すべてを洗い終えると、水でゆすいで食器を乾燥機にセットした。

「終わったな」

「最後、乾燥機を動かして、お皿を乾燥させます」

「そんな機能まであるのか？」

　咲奈は肯定する。

「はい。今日は手洗いしましたが、こちらは食器洗浄機能もあるので、お皿をセットするだけで洗ってくれます」

「なっ。洗ってくれるのか？」

　心底驚いた様子だが、食洗機は十年以上前から存在する家電商品だ。

「はい。ですので、今後はこちらに汚れたお皿をセットするだけで大丈夫です。乾燥までしてくれます」

「……どうやって使うんだ？」

「電源を入れて、洗いボタンを押してから、乾燥三十分を選択します。そして、スタートを押せば終わりです」

　蒼史は乾燥ボタンを押して、スタートを押す。

　ブゥゥンという音とともに乾燥機が動き出し、蒼史はビクッと肩を震わせた。

「おお……。凄いな。動きだした」

「あとは待っていれば終わるので、作業はこれで完了です」

「……なるほど。いい勉強になった」

　大したことは教えていないのだが、蒼史はまだキラキラと目を輝かせている。また一歩、自分は人間として成長したと思っているのかもしれない。

　咲奈がソファに向かうと、蒼史はその背後から彼女を抱きしめる。

　肩を抱えるように抱きしめた彼の腕は逞しく、かかる吐息は熱を帯びていた。

「これで咲奈の仕事は終わったし、俺はゆっくり咲奈を堪能できるな」

「えっ？」

　咲奈が後ろを振り返ると、その唇が蒼史と重なり合った。

　柔らかな唇から、熱い息が吹きかかる。湿った口元から舌が伸びて、咲奈の腔内におもむろに入り込んできた。

　肉厚な舌が、咲奈の舌を舐めとるように動き回る。咲奈の唾液を搾り取るように舌が絡んで、ごくんと喉を鳴らす音がした。

　蒼史はその後、ちゅっと唇を鳴らして咲奈から離れると、クスッと雄の笑みを浮かべる。

「言っただろう？　妊娠するまで、咲奈を抱くと」

「ほ……本気なのですか？」

「当たり前だ」

　どうやら、蒼史は当初の予定通り、咲奈と子を成すつもりでいるらしい。

「ですが、両親は離婚しなくていいと」

「これは俺の個人的な願いだ。咲奈との間に子どもが欲しい」

「えっ？」

　初めて、蒼史の口から未来の話が出てきた。

「二人より三人の方が、賑やかで楽しいだろう。そういう家庭を、俺も作りたい」

　蒼史と咲奈の間に、子を設ける。

　そして、三人で賑やかな家庭を……。

「……子ども、ですか」

「考えたことはなかったか？」

「いえ。私も……いつかは、欲しいと思っていましたので」

　欲しいとは思っていたが、まだずっと遠い先の話だとも思っていた。

　こんなにも早く、蒼史との間にこの話が出てくるとは思ってもいなくて、動揺してしまう自分もいる。

「なら、問題ないだろう？　俺も咲奈の子どもが欲しい」

　しかし、新しい命を授かるということは、同時に責任も伴う。

「……ちゃんと、育てられるでしょうか？」

　咲奈は今まで厳しい教育を受けてきたけれど、子育てに関する勉強はしてこなかった。分からないこともたくさんあるし、不安もある。

　しかし、そんな気持ちを吹き飛ばすように、蒼史はしっかりと咲奈の目を見て言った。

「咲奈ほどしっかりとした女性を、俺は見たことがない。咲奈と俺が協力し合えば、絶対にできるさ」

　もし、子どもを授かったなら、その子にはどんな人生を歩んでもらいたいだろう。

「子どもには、自由に伸び伸びと生きてもらいたいです」

　家の柵に縛られることなく、自分の愛した人と結婚してほしい。

　たくさん愛を与えて育てて、道に迷った時は手を差し伸べてあげたい。

「ああ。俺もそう思っているよ」

「私が与えてもらったように、子どもにもたくさん愛を与えたいです」

「大丈夫。俺たちなら、できる」

　『俺たち』と言ってくれたことが、咲奈は嬉しかった。

　二人で一緒に子育てするのなら、お互いに助け合うことができる。

「蒼史さんも、一緒に育ててくれますか？」

　蒼史はそっと笑みを浮かべて頷いた。

「もちろん」

「……それなら、安心です」

　咲奈は蒼史の唇にそっと口づけをする。ちゅっと音を立てて唇を離すと、咲奈は恥ずかしそうに笑った。

「私から、してしまいました」

　初めて、自分から蒼史にキスをした。蒼史はすぐに顔を赤らめると、クスクスと肩を揺らして笑う。

「可愛いな。咲奈は」

　そして、蒼史はもう一度咲奈の唇にキスをする。今度は唇を何度か重ね合わせると、その舌が咲奈を求めた。

「……ん」

　口の端から声が漏れて、蒼史を求めるように咲奈も舌を動かす。咲奈が蒼史の腔内に入り込もうとすると、蒼史がその舌を絡めとるようにちゅうと吸い上げた。

「んっ」

　咲奈は舌が持っていかれ、息をするのも忘れて蒼史を感じる。

　蒼史はぱっと舌を離すと、咲奈の唾液を吸ってから唇を離した。

「咲奈の全部が、愛おしいな」

　蒼史は咲奈の腕を引いて、二階の寝室へと向かう。その扉を開けて咲奈をベッドに組み伏すと、蒼史は首元に唇を寄せた。

「髪も、唇も、胸も、脚も……全部好きだ」

　蒼史は汗ばんだ咲奈の髪に触れて、咲奈の額にキスをする。

　それから首筋を舐めると、咲奈の着用していたワンピースの前ボタンを外していく。

「この身体を好き放題できるのは、俺だけの特権だな？」

　ボタンが一つ外れるたび、下着が露出される。蒼史は全てのボタンを外すと、咲奈のピンクの花が描かれたブラジャーに手をかけた。

「こんなに可愛い下着をつけて……俺を誘惑してるのか？」

　咲奈の胸の谷間につうっと人差し指で触れて、蒼史は両手で胸を抱え込むように揉む。

　持ち上げられた胸が、彼の指の動きに合わせて形を変えていく。彼に触れられ、弄ばれるその感覚だけで、咲奈の身体は熱く滾る。

（もっと……触って）

　咲奈が浅く息を吐くと、蒼史はブラジャーのホックを外して乳房を直に触れる。そして、乳首を両手でクリクリと刺激すると、舌先で刺激するように舐めた。

「……ん」

　乳首が隆起して、蒼史を求めるようにピンクに染まる。彼が唇で乳房を吸い上げると、咲奈の下半身がきゅんと疼いた。

　蒼史の右手が、咲奈の下半身へと向かう。ショーツは既に蜜で濡れ、割れ目を布越しで擦るようなその動きが、今は気持ちいい。

「好きだ。咲奈」

　彼のかかる吐息が、咲奈を淫らな感情へと導く。

　愛を囁かれるそのたびに、空っぽだった器が満たされるように幸せな心地がした。

「咲奈……」

　彼の人差し指の爪先が、カリカリと引っ掻くようにショーツを擦る。その動きが陰核を刺激され、言い難い気持ち良さに身体が火照った。

　今すぐにでも、彼の屹立をその中に挿入してほしい。咲奈はそっと手を伸ばすと、蒼史の肩に触れた。

「蒼史さんも、脱いで……？」

　蒼史はシャツに手をかけると、ボタンを外して上半身を裸にする。その後、ズボンのベルトに手をかけて、カチャリと留め具を外した。

「……蒼史さん。私」

「どうした？」

　彼の屹立の形が、ボクサーパンツの上でもよく分かる。

　咲奈の視線は肉棒に釘付けになって、はぁと息を吐いた。

「触りたいです……」

「そうか？」

　蒼史はボクサーパンツを脱ぐと、その大きな屹立を露わにする。先走りで濡れた先端に、咲奈が右手でおそるおそる触れると、肉棒は嬉しそうに脈を打った。

「咲奈。舐めて」

「……舐める？」

　咲奈が首を傾げると、蒼史は目を細めて言う。

「咲奈の口で、気持ち良くして？」

「……！」

　もしかして、これを舐めろと言っているのだろうか。

（そんなはしたないこと……お母様が知ったら失神するわ）

　月志野の淑女として、その行為をすることに躊躇う。

　しかし、蒼史がそれを喜んでくれるのなら……。

　咲奈は改めて蒼史の顔を見つめる。彼は緊張しているのか、咲奈に期待するような眼差しを向けていた。

（ああ。そんな目で見つめられたら……私）

「いいの？　蒼史さん」

　咲奈はそっと顔を寄せて、蕩けた笑みで蒼史を見つめる。

「んっ……」

　亀頭から口でぱくりと咥え込むと、ゆっくりと奥まで雄竿を腔内に押し込む。

　それからちゅうと吸い上げると、蒼史が気持ち良さそうに咲奈の頭に触れた。

「……は。はぁ」

　いつもは澄ました表情をする蒼史が、破顔して咲奈の口の動きに敏感になっている。

　そのことが嬉しくて、咲奈は余計に念入りに裏筋を舌で舐めていく。

　咲奈の口が奥まで肉棒を咥え込んで、亀頭まで戻る。それを何度か繰り返していくうちに、蒼史はビクビクと身体が痙攣した。

「さ、咲奈……」

「自分から頼んだのでしょう？」

　咲奈はそう言って、ちゅうと肉棒を吸い上げる。

「だが……これは」

「気持ちいい？」

　咲奈は玉を右手で擦りながら、何度も肉棒を舌で上下させた。

　はしたない？　そうかもしれない。けれど、今はこれを止められそうにない。

「咲奈……！」

　蒼史は咲奈の頭をぐしゃりと掴んで、雄竿の奥まで強引に咥え込ませる。

　刹那、彼の白濁が腔内で発射され、咲奈の口の中にその精が解き放たれた。

「んんっ」

　息が苦しい。勢いよく吐き出される白濁に、咲奈の口の中は一杯になる。

「……すまない。つい」

　蒼史の謝罪が、咲奈には聞こえなかった。咲奈はごくんと白濁を飲みこむと、顔を上げて蒼史を見つめる。

「？」

「まさか、飲んだのか？」

「……だって」

　こういう時、飲むのは正しくないのだろうか。口の中に出されたから、てっきり飲むのが正しいのかと思った。

「……咲奈は、大胆だな」

　蒼史は自身の髪をぐしゃりと掴んで笑みを浮かべる。

　それから、こちらにじっと雄の眼差しを向けると、咲奈の身体を強引にベッドへ押し倒した。

「そんなに欲しいなら、くれてやる」

　蒼史は咲奈の割れ目に手で触れて、くちゅりと蜜を弄る。咲奈の秘穴からは蕩けた愛液が溢れ、彼のものを今か今かと待ちわびていた。

「蒼史さん……挿入て？」

「……いや。まだだな」

　秘穴から溢れ出る蜜が、シーツへと垂れていく。しかし、蒼史は指を奥深くに挿入して、何度か出し入れを繰り返した。

　それが一分ほど続いて、咲奈の身体はビクビクと痙攣を始める。

　目下、欲しいものはその、彼の肉そのものだ。

「蒼史さん、早く……！」

「そんなに欲しいのか？」

「だって」

　蒼史のことを気持ち良くしたのだから、自分のことも気持ち良くしてほしい。

　それなのに、蒼史は焦らすように咲奈に薄い笑みを浮かべ、なかなかそれを挿入してくれなかった。

「咲奈は焦らされると、そんな顔をするんだな」

　いつしか、咲奈は物欲しそうに口をパクパクさせながら、蒼史のことをじっと見つめてしまっていた。

　蒼史の笑みを見て、唾をごくんと飲み干す。しかし、乾きは癒えない。

「蒼史さん。私」

「今は、その顔が見れただけでも良かったよ」

　蒼史は咲奈の身体を横に向け、背後に添い寝する。そして、咲奈の背面から右足を上げると、その割れ目に屹立をぐっと挿入させた。

「咲奈は、バックが好きだろう？」

　蒼史は添い寝バックの形で咲奈に身体を寄せると、汗に濡れた咲奈の身体を蹂躙する。

　彼の肉棒が中で徐々に硬くなっていく感触が分かった。先ほど出したばかりだから、最初は少し柔らかかったが、今はとても硬い。彼の雄竿は咲奈の奥まで到達すると、執拗に咲奈の好きな子宮の入口をトンと突いた。

「んん」

「咲奈の声、可愛いな」

「んぁ」

　虚ろな声で蒼史の身体に酔いしれる。

　瞳は濡れ、隘路は収縮して蒼史を求めた。

「ちゅー、して？」

　咲奈の声に蒼史は咲奈の右腕を掴んだ。

　そしてこちらに振り返らせると、その唇に吸い付くようにキスをする。

「……っ」

　蒼史の濡れた舌先が絡まり合って気持ちが良い。

　こんなにも気持ちが良いことは、他に知らない。

（私をこんなに淫らにさせたのは蒼史さんなのだから、その責任を取って？）

　咲奈は蒼史の頬に両手を添えて、その唇にちゅうっと吸い付く。

　いつ呼吸すればいいか分からない。咲奈は彼の腔内から唾液を吸い取ると、ごくんと喉を鳴らす。

「さな……」

　蒼史は唇が離れて、荒く息を吐く。

「随分、大胆になったな」

「蒼史さんのせいです」

「そうか。なら、その責任を取らないとな」

　蒼史はベッドから上体を起こすと、咲奈の腕を引いて一緒に起き上がらせる。

「……俺の目を見て」

　蒼史の一言で、咲奈は彼の瞳を見つめる。

　濡れた視線が交錯して、蒼史はコツンと咲奈のおでこに自身のおでこを当てた。

「咲奈。好き。愛してる」

　蒼史は咲奈の背中に手を回して、その身体を熱く抱きしめる。

　鼻先が重なって、唇が重なりそうな距離に来た。

「私も……蒼史さんのこと、好きです」

　息のかかる距離で答えると、蒼史はクスッと笑った。

「相思相愛だな」

　蒼史は咲奈の腰を持ち上げると、対面座位の形で雄竿を下から咲奈の割れ目に押し込む。

「んん……」

　気持ちがいい。心地がいい。

　挿入ってくる時はきつくて身体が締め付けられるようなのに、奥までそれが挿入ると、今度はただひたすら快楽だけを享受する。

「こうすれば、咲奈の顔がよく見える」

　胸が苦しい。息ができないほどに、今は蒼史に釘付けだ。

　これが恋なのだろうか。彼が与えてくれるものが、愛なのだろうか。

　この二十四年間、優しく慈しむような愛は与えられてきた。

　けれど、こんなにも刺激的な愛を与えられたのは初めてだ。

（この世界には、私の知らないことが、まだたくさんある……）

　蒼史が食器の洗い方を知らないように、咲奈は男女の心の揺れ動きを知らない。

　彼が腰を上下するたびに気持ち良さそうに目を細めるのだって、性に踊らされて咲奈を一心不乱にも求める姿だって、結婚するまでは知る由もなかった。

「んんぁ」

　蒼史の指先が咲奈の花芽を擦って、笑みを漏らす。下半身が疼いて愛液が溢れ、シーツを濡らしていく。それでも、蒼史の腰の動きが止まることはない。

「……ここ、好き？」

　途端、激しく腰を上下に動かして咲奈の身体が大きく揺さぶられる。子宮を突き上げるようなその動きは、まるで彼に食べられているようだ。

　いじられ、弄ばれ、求められる。

　息には自然と嬌声が混じり、咲奈は甲高い声とともに彼の名前を呼ぶ。

「そう、しさんっ」

「……なんだ？」

「わ、わたしっ、いく……！」

　ピリピリと中が痙攣して、このままでは絶頂してしまう。

　蒼史は咲奈をベッドに組み伏して開脚させると、両脚を折りたたんで下腹部に固定する。

　これでもう、咲奈は逃げることができない。

　その雄竿の勢いに呑まれるように、咲奈は蒼史の全てを受け入れる。

　彼は激しくピストンしながら咲奈を求めると、小さく笑みを浮かべた。

「ん。あ。ああっ」

「咲奈は……いけない子だな」

「えっ？」

「……そんな顔をされたら、男は誰だってめちゃくちゃにしたくなる」

　いつの間にか、そんな顔をしていただろうか。

　視界はぼやけ、蒼史だけがくっきりと見える。くちゅくちゅと泡を立てる下半身からは蜜が溢れ、蒼史の白濁を求めて収縮した。

「……出すぞ」

　彼は宣言通り、その後激しく腰を動かして咲奈の隘路を刺激する。

　皮膚が重なりパンパンと音が響いて、咲奈は淫らな声を上げる。

　今はただ、この情欲に浸っていたい。彼に求められ、応え、空っぽの器に白濁を流し込む。

　彼の精がトクンと跳ねて、咲奈の子宮へと解き放たれる。

　彼の肉棒が咲奈の中でうねって、白濁を吐き出していく。

　やがて、蒼史は咲奈の両足から手を離すと、ゆっくりと雄竿を外に出した。

「奥に出した。溢すなよ？」

「……ありがとうございます」

　咲奈は蕩けた笑みで蒼史に感謝を口にする。

　もっと、もっと欲しい。これが恋だと言うのなら、いっそ溺れてもいい。

　恋は盲目なもので、蒼史以外のものは欲しくない。

　けれど、蒼史のものだったらすべて欲しい。

「また、してくださいませんか？」

「もう一度か？　……そうだな」

　蒼史は少し悩む素振りを見せて、口角を上げる。

「いいぞ。しよう。だが」

　蒼史は裸の咲奈の手を引いて言う。

「ソファに行こう。いいだろう？」

「……ソファ？」

　どうして移動したいのか、咲奈にはよく分からない。

　咲奈が扉の前で立ち止まってしまうと、蒼史はニヤリと笑う。

「なんだ？　立ってしたいのか？」

「へっ？」

　蒼史は扉の取っ手を掴んだ咲奈の背面に回って、咲奈の臀部の割れ目を両手でこじ開ける。

「蒼史さん？」

「もう漏れてる。あれだけ漏らすなと言っただろう？」

「だって」

　蒼史は咲奈の両腰を支えるように持って、屹立を背後から突き刺すように挿入する。

　白濁と愛液で濡れた隘路は、滑ってすぐに彼の肉棒を受け入れる。

「いいか？　俺が出したものは、全て受け止めろ。勝手に漏らすんじゃない」

「あっ。ん」

　立ったままの姿勢で、激しく中を刺激されると、身体のあらゆる動きを封じられて身動きが取れない。取っ手をしがみつくように掴んで咲奈は声を上げるも、蒼史は咲奈の腰と下半身をギリギリまで近づけて奥を執拗に擦る。

「ほら。出てるぞ？　床にも垂れて」

「だって……」

（蒼史さんが、中を弄るから……！）

　彼がピストンするせいで、白濁が床にぽたぽたと滴り落ちる。しかし、蒼史は止まらない。

「こんなはしたない身体には、お仕置きしないといけないな？」

　蒼史は両手を胸まで上げると、乳首をクリクリと刺激する。

「んぁ！」

　ぎゅうと乳首を摘ままれ、咲奈はお尻を突き上げる。

　蒼史は咲奈の背中に顔を寄せてはぁはぁと息を吐きながら、何度も中をぐちゃぐちゃにかき混ぜるように腰を動かした。

「汗……焦ってるのか？」

　全身から汗が噴き出して止まらない。蒼史の前なのに、身体が言うことを聞かないのだ。

　蒼史は一度腰を動かすのを止めると、ぐっと体位を下げて咲奈の中でうねるように肉棒を動かす。奥まで雄竿を挿入させた状態のまま、腰を左右に動かして咲奈の中を押し広げていき、蒼史は咲奈の反応を窺う。

「……は、ぁ」

「ここが好きなのか？」

　トン、と右奥を突く。途端、咲奈は弾けるように嬌声を漏らした。

「はぁんっ」

「……そうか。ここが好きか」

　蒼史は嬉しそうにそう言って、そこを執拗に肉棒で擦り付ける。

「はぁ……あぁ」

　このままでは、何かが壊れてしまう。

　身体の感覚がおかしくなって、どうにかなってしまいそうだ。

「咲奈の身体はエロいな」

　蒼史は激しいピストンに切り替えると、咲奈の腰に再度手を置いてパンパンと皮膚をこすり合わせる。

　そして、絶頂を迎えるように激しく腰を動かして、白濁を再度咲奈の子宮に解き放った。

「……あ。あぁ」

　骨の髄まで犯されて、咲奈の瞳は恋をする。

　後ろを振り返ると、そこには蒼史が立っていて、こちらを見て唇に弧を描いた。

「気持ち良かったか？」

「……あ」

　咲奈は口をパクパクと動かして、蒼史に勢いよく抱きつく。

　その胸板に飛び込むと、彼も汗をかいていることに気づいた。咲奈は顔を上げて蒼史と目を合わせると、ふっと微笑む。

「気持ち良かったです。蒼史さん」

「……そうか」

　蒼史は満足そうに笑う。咲奈はぎゅっと瞳を閉じて、呼吸を整えるように浅い息を何度か繰り返した。

（もう、身も心もすべて、私は蒼史さんのもの……）

　この結婚に、もう迷いなんて一つもない。

　この先の未来も、蒼史とずっと一緒。その事実は未来永劫変わることはない。

（だから、もっと愛してください。私ってば、我儘ですか？）

　咲奈はそう思いながら、クスッと小さく微笑んだ。







３．二人の子ども








　────生理が来ない。

　その事実に気づいてから、今はまだ二日目だ。

　咲奈の月経は、基本的に二十八日周期で順調に来る。しかし、現在は最終月経から三十日目、予定より二日遅れている。

　もしかしたら……そんな淡い期待から、咲奈は薬局で妊娠検査薬を購入してきた。

　購入するのは初めてだったから緊張したが、手に入れた今は、早く検査がしたくてウズウズしている。

（ここに線が入ったら、妊娠しているということよね）

　咲奈は帰宅するなり、すぐさまお手洗いに入る。

　蒼史から『子どもが欲しい』と言われた時、確かに驚いたが、同時に嬉しかった。

　この先の未来も考えてくれているように感じて、彼との間に新しい命を授かりたいと、今では強く願っている自分がいる。

　咲奈は検査薬を使って、検査結果を目視で確認する。

　しかし……結果は、陰性だった。

「……」

　もしかしたら、検査する時期が早すぎたかもしれない。

　そう一縷の望みで考えるものの、検査薬は早期の段階から結果を表示してくれるとインターネットで検索したから知っている。

　咲奈はお手洗いを出ると、検査薬を自室のゴミ箱に入れた。

　それからリビングに戻ると、ソファでお茶を飲んでいた蒼史に声を掛ける。

「蒼史さん」

「どうした？」

　咲奈は隣に腰掛けると、肩を落としてありのままの事実を告げた。

「……妊娠、していませんでした」

　すると、蒼史は少し落ち込んだ様子で顔を伏せる。

「そうか……」

　咲奈は申し訳なくなって、深く頭を下げて謝罪をした。

「ごめんなさい」

「何故謝る？　咲奈は何も悪くない」

　すぐさま蒼史はそう言ってくれたものの、咲奈の気は晴れない。

「せっかく……子どもが欲しいと言ってもらえたのに。私は」

　蒼史の期待に応えられなかったことが、今は悔しい。蒼史だって、早く二人の子どもに会いたいはずだ。蒼史はその為に精一杯頑張ってくれたのに、結果を残すことはできなかった。

「焦らなくていい。俺も、こんなに早くできるとは思っていない」

「どうしてダメだったのでしょう？　私の身体に問題があるのでしょうか」

　人によっては、治療しないと子どもを妊娠するのは難しいと聞く。妊娠できなかったのは、咲奈の身体に異常があったからだろうか。

　しかし、蒼史はふるふると首を横に振る。

「今は焦る段階ではない。また何度か試せばいい話だ」

「やはり、一度病院で検査をした方が」

「その方が安心なら、それも良いが……。おそらく、治療するにはまだ早いんじゃないか？　俺たちは、まだ回数を重ねていないのだから」

　言われて見れば、確かにそうだ。

　まだ、妊活を始めて一カ月。不妊治療をする段階ではないようにも思う。

「そうですよね。焦ってしまいました。すみません」

「だから、謝るなと」

「……」

　咲奈は肩を落としたまま、眉を寄せてがっくりと俯くことしかできない。

　蒼史との間に、この先も子どもができなかったらどうしよう。

　そんな漠然とした不安が襲い掛かって来て、咲奈はとても冷静ではいられない。

「咲奈」

　蒼史は思い詰めた表情をする咲奈に、そっと声を掛けてきた。

「出かけよう」

「……え？」

　咲奈が顔を上げると、蒼史は一つの提案をする。

「気分転換に、どこかへ買い物に行こう。うん。それが良い」

「買い物？　何故ですか？」

「咲奈とは結婚してから、あまり外にも出かけていないだろう？　良い気分転換になるはずだ」

「……ですが、私は欲しいものなんて」

　咲奈は月志野家で暮らしていた頃から、自分自身のお金というものを持っていなかった。買い物に関しては、季節が変わるごとに外商が家に来ていたから、その時に欲しいものを父に購入してもらっていたのだ。

　月志野に居た頃は家業を手伝っていたから、その対価と思えば両親の厚意を素直に受け取ることができた。しかし、今は専業主婦だ。なんでもない日に、そこまで高価なものをねだれる身分ではないように思ってしまう。

「見ていれば、自ずと欲しいものも出てくるだろう。今は家に閉じこもっていても、良いことなんてない」

「そうでしょうか……」

「ああ。俺が好きなものを買ってやろう。支度してくれ。俺も着替えてくるから」

「はい」

（買い物なんて……。こんな気分でも、楽しめるものかしら）

　蒼史と買い物をするのは、これが初めてだ。

　今まで、外では夫婦らしいデートを重ねたことはない。蒼史はいつも仕事で忙しそうで、帰宅すると夕食を食べて、夜になると咲奈の身体を求める。その繰り返しの日々だ。

　咲奈は自室に入ると、クローゼットの中から白のワンピースを取りだす。この服は、咲奈が月志野で暮らしていた頃からのお気に入りだ。ウエスト部分には黒のベルトがあり、くるりと身体を回すとふわりとレースの裾が舞う。

　そのワンピースを着用してから、鏡の前で化粧を再度確認する。既に薄化粧はしているものの、外出するならもう少しくっきりとアイラインを強調させてもいいかもしれない。

　咲奈はアイラインを引いてから、ピンクのグロスを唇に塗る。上唇と下唇を擦って離すと、咲奈は鞄に財布などの荷物を詰め込んだ。

「支度が整いました」

　咲奈が部屋を出ると、既にリビングに居た蒼史と目が合う。

　彼は咲奈を見るなり顔を綻ばせると、素直に感情を露わにした。

「……綺麗だ。咲奈は、何を着てもよく似合う」

「そんな。滅相もない」

　すると、蒼史は嬉しそうにクスクスと笑う。

「その奥ゆかしい姿が、咲奈の魅力を引き立てているな」

「蒼史さんこそ、素敵です」

　蒼史は白のシャツに黒のズボンと、普段と変わらないような恰好をしているが、上に羽織ったグレーのジャケットは初めて見るように思う。

　普段のスーツ姿よりラフに見えて、咲奈の瞳には新鮮に見えた。

「これか？　出かける時によく使っているんだ」

「とてもよく似合っています」

「ありがとう。さぁ、行こうか」

「はい」

　蒼史と合流し、咲奈は玄関を出て、蒼史の車が駐車されているところまで赴く。

　シルバーの塗装が施された外車は、日本では有名なブランドだ。スタイリッシュな印象が国産車とは違い、外国産だとすぐ見て分かる。ハンドルは日本製と同じタイプのもので、咲奈はその助手席に座ってシートベルトを着用した。

「咲奈はどこに行きたいとか、希望はあるか？」

「特には……」

　蒼史と出かけられるのなら、どこでも良いように思う。

「それなら、銀座に行こう」

「銀座、ですか？」

「咲奈にとっては、馴染みのある場所なんじゃないか？」

「そう、でしょうか……。たまに、家族と食事に行ったくらいで」

　咲奈は物欲があまりないせいか、たまに家族と出かけても、食事をするくらいで何も買い物はしない。両親は生活に必要なものを定期的に買いに行っているが、その時も咲奈はお留守番をしていることが多かった。

「買い物は、経験がないか？」

「……父から、着物を買っていただいたことがあります」

　それは蒼史とのお見合いでも使用した赤い椿の着物で、赤は結婚する前しか着ることができないから、という理由で父が勧めてくれた。結果として役立つこともあったから、あの着物は買って損はなかったと思う。

「着物か。あまり着る機会はないし、今日は別のものを見よう」

　蒼史は車を走らせ、銀座に向かう。

　彼は何か咲奈にプレゼントをしたそうだが、咲奈は俯きながら小さく口を開いた。

「ですが……私は友人も少なく、出かける機会もありません。高価なものを身に着けたところで、意味があるのかどうか」

「素敵なものを身に着けると、それだけで心がときめくことがある。咲奈もそういうものを持っていた方が、今後の為にもきっと良い」

「お気遣い、誠に感謝いたします」

　思えば、蒼史から貰ったのは今も身に着けている結婚指輪だけだ。彼との思い出づくりのためにも、何か残るものを購入するのも良いかもしれない。

「見えてきた。銀座だ」

　車窓からの景色は変わって、多くの高級ブランド店が並ぶ通りへと入っていく。

「ひとまず、ここに駐車しよう。後は自由に回ればいい」

　蒼史は大型デパートの駐車場の中に入ると、空いていたスペースに車を停めた。

　咲奈は扉を開けて車を出ると、蒼史に問いかける。

「蒼史さんは、見たいお店がありますか？」

　すると、蒼史は少し考えてから答えた。

「うーん。咲奈によく似合う、ネックレスを買いたいかな」

「ネックレス……？」

　それは考えていなかった代物だ。

　咲奈は普段から、そこまで華美な装飾品を見に着けない。

「咲奈は綺麗な洋服なら何着か持っているようだが、結婚指輪以外の装飾品は身に着けていないだろう？　咲奈にとって、気に入るものがあれば購入したい」

「良いのですか？　私の為にそんな……」

「お金のことは気にするな。咲奈を着飾るのが、俺の趣味だと思えばいい」

　そうは言っても、気になるのは蒼史の懐事情だ。

　最近、蒼史は個人的に月志野家へ融資をしたと聞いている。

「ですが、月志野に融資までしていただいて……。金銭的にも、ご負担にはならないでしょうか」

「大丈夫だ。俺がプレゼントしたいと言っているのだから」

　これ以上、蒼史の気遣いを無下にするのは良くない気がする。

　素直に厚意を受け取るのも、淑女の嗜みというものだろう。

「ありがとうございます。ご厚意に甘えさせていただきます」

　エレベーターで地上階に上がり、デパートの中を散策する。

　バッグや装飾品の並ぶ階の中で、蒼史は一つの店舗を指さした。

「このお店なんか、どうだ？」

　そこは、真珠を扱うアクセサリーブランドのようだ。

　店舗の前にあるショーウィンドウには煌びやかな真珠のネックレスが並び、真っ白な照明がその輝きを引き立てていた。お店の前の看板には、誰もが知る一流モデルの写真が掲載されている。

「素敵な外観ですね」

「咲奈は色白だから、真珠がよく似合うと思うんだ」

「ありがとうございます。入りましょうか」

「ああ」

　二人は店内に入ると、早速手前にいた五十代の女性店員から声を掛けられた。

「いらっしゃいませ」

　高級店に相応しく、店員も気品があり、制服のスーツもきっちりと着こなしている。

　お客に一人ずつ店員がつくスタイルのようで、咲奈たちの前にいる女性店員はにこやかに微笑みかけていた。

「彼女に似合うネックレスを探しているんだが」

　蒼史の言葉で、店員の視線が咲奈に向かう。

　すると、咲奈と目が合った彼女は目を輝かせた。

「まぁ、素敵な御方ですね。少々お待ちください。何点かご提案させていただきます」

　女性店員は、店内に飾られた真珠を幾つか小さな青いケースに置くと、蒼史と咲奈の前で提案をする。

「まずは、一般的なアコヤ真珠のネックレスでございます。８．５ミリですから、少し大きめのお作りとなっておりまして、身に着けるととても華やかな印象になります」

「試着してもいいだろうか？」

　蒼史からのお願いに、店員は笑顔で頷いた。

「是非。お手伝いさせていただきます」

　店員は咲奈の前に鏡を置くと、その背後に回る。

　真珠を首元にかけて留め具をすると、咲奈に笑顔を向けた。

「とっても、よく似合っておりますよ」

「……！」

　大粒の真珠の煌めきが、咲奈の胸元を着飾る。アコヤ真珠は純白で、傷一つなかった。真珠のアクセサリーは社交界の時、母から借りて身に着けたことが何度もあるが、自分では一つも所持していない。

「この形のものは定番ですので、一つは持っていて損はありませんよ？」

「確かにな。真珠も傷がなくて綺麗だ」

「当店で扱っております真珠は全て、厳しい検査を通ったものですので、輝きが良いんです。長くご愛用いただくのに丁度良いと思います」

　こんなにも素敵なものを、蒼史に購入してもらえるのだろうか。

（私には、勿体ないくらい）

「それと……これか」

　蒼史は続けて、ケースに置かれたもう一つのネックレスに目を向けた。

「はい。こちらは白しろ蝶ちょう真珠と呼ばれるものです。大粒で色味にもゴールドが入っておりまして、華やかなパーティなどに行かれる際に向いているものです。サイズは10ミリですので、先ほどのものより大きく感じるかと思います」

「試してくれ」

「かしこまりました」

　咲奈はアコヤ真珠のネックレスを外すと、続けて白蝶真珠を見に着ける。

　これは先ほどとは印象が変わり、真珠の粒のサイズが大きくて存在感があった。

「どうです？」

　店員の声も聞こえなくなるくらい、ネックレスに視線が集中していた。

　咲奈はハッとして顔を上げる。

「……す、素敵です」

「気に入ったか？」

　蒼史は咲奈の横でクスッと笑う。

　どうやら、咲奈が気に入ったことに気づいているようだ。

「ですが、私には華美ではないでしょうか？」

「咲奈は立ち振る舞いに品があるから、このくらい大きな真珠の方が似合うかもしれないな？」

　改めて、もう一度鏡を見つめる。

　真珠の輝きのせいか、顔色もいつもより明るく見えた。身に着けているだけで、ドキドキと胸が高鳴って、咲奈は息を呑む。

「なんだか、胸がドキドキします……」

「あら。気に入ってくださったかしら？」

　咲奈は視線を店員に向けてから、再度鏡に向ける。

「こんなに高価なもの、お母様から借りたことしかないので。自分のものになるのだと思うと、緊張します」

「ふふふ。真珠は大人の嗜みですから。一つ持っているだけでも、心がときめくものですよね？」

　店員の言う通りだ。

　ただアクセサリーを身に着けているだけで、こんなにも気分が変わるものだろうか。

　先ほどまで、妊娠していなかったことに対する不安や心配が心を埋め尽くしていたけれど、これを一度身に着けただけで、気持ちが明るくなるのを感じる。

「咲奈。これにしよう」

「……え？」

「身に着けた時、咲奈が嬉しそうな顔をしていた。これが気に入ってるんじゃないか？」

　蒼史に嘘は吐けない。咲奈は今、とても気持ちが高揚している。

　毎日寝食をともにしている蒼史から見て、今の咲奈の感情の昂りは一目瞭然だろう。

「いいんですか？　こんなにお高いもの」

「お金は気にするなと言っただろう？」

　蒼史はそう言って、店員に声を掛けた。

「これを一つ、お会計で」

「ありがとうございます」

　店員は咲奈の首元からネックレスを外すと、お会計の準備を進めていく。

（あの真珠が、これからは私のもの……？）

　じわりと胸が熱くなる。

　咲奈は蒼史と改めて向かい合うと、深々と頭を下げて礼を告げた。

「ありがとうございます。こんなにも素敵なものを買ってくださるなんて、思ってもいませんでした」

「少しは気分が晴れたか？」

「はい。感謝いたします」

　今日はなんて良い日だろう。落ち込んでいたのが、まるで嘘のようだ。

　蒼史は会計を済ませると、梱包されたネックレスを受け取った。

「ありがとうございました」

　二人で店外に出ると、蒼史は咲奈の頬にそっと触れる。

　それから笑いかけると、彼は言った。

「俺が焦らせてしまったのかもしれないが、咲奈。焦らなくていい。今後のことは、ゆっくり考えていこう」

「そう言ってくださって、ありがとうございます」

　蒼史は決して、咲奈の前から逃げたりしない。

　だから、これから先の未来のことは、ゆっくりと考えていけばいいのだ。

　今はただ、蒼史が隣に居てくれて、微笑みかけてくれる。

　他愛ない話をして、一緒に喜びを噛みしめてくれる、それだけでいい。

「私、この生活を手放したくないです」

　それは、心の底から出た本音だった。

「俺もだよ。咲奈」

　彼からの返事に、咲奈は一つの決意を持って問いかける。

「これからも、私の隣に居てくださいますか？」

　それは、咲奈のたった一つの願いだった。

　出会いは政略結婚だったけれど、今では本物の夫婦となった。

「俺からも頼むよ。咲奈。隣に居てくれ」

　蒼史の笑みに、咲奈は満開の笑顔の花を咲かせる。

「喜んで」

　この一瞬一瞬が、ひたすらに愛おしい。

　そんな日々の積み重ねを、咲奈は噛みしめるように慈しんでいた。
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　今日は、どうしても蒼史と身体を重ねたい気分だ。

　こんなにも素敵な贈り物を頂いて、何もしないなんて考えられない。

　だが、蒼史はまだ咲奈が落ち込んでいると思っているだろう。今日は誘ってこないかもしれない。

（それなら、私の方から誘えばいい話だわ）

　時刻は二十二時を回った頃。

　咲奈は蒼史の書斎に向かうと、襖越しに話しかける。

「蒼史さん」

「どうした？」

　部屋の中から声が聞こえる。咲奈は襖を開けると、部屋の奥に腰掛けていた蒼史と目が合った。

「失礼いたします」

　咲奈は襖を閉じて蒼史と向き合うと、その身体にゆっくりと近づく。

　そして、彼の前でしゃがみ込むと、蒼史の目を見て言った。

「今夜は、私を必要としてくださいませんか？」

　すると、蒼史は大きく目を見開く。やがてその意味を理解した蒼史は、緩く口元に笑みを浮かべた。

「……初めて、咲奈の方から誘ってくれたな」

　思えば、今まで蒼史から誘われることが多かったかもしれない。

　だが、今日は一秒だってお誘いを待っていられる状況ではないのだ。

　ショーツは既に蒼史を求めて愛液で濡れている。脱ぐのがはしたないと思えるほど、それは今も蜜でたらりと溢れていた。

「咲奈も、俺と同じ気持ちでいてくれていると思っていいか？」

　咲奈は一度、首を縦に動かし肯定する。

「はい」

　それから、続けた。

「私は、蒼史さんを愛しております」

　それは、まごうことない事実だ。

　この先も決して変わることのない、咲奈の決意でもある。

　けれど、いざそれを口にするとこそばゆい気持ちもして、咲奈は照れた表情で視線を下に向けてしまう。

「咲奈の口からそんな言葉が聞けるなんて……子どもの頃は考えもしなかった」

　蒼史は昔を懐かしむように目を細めてから、咲奈を見て微笑んだ。

「もう、頭がどうにかなってしまいそうだ」

　蒼史は畳の上に咲奈を組み伏し、咲奈は見上げるように蒼史を見つめる。

　今の蒼史は、風呂に入ったから白のＴシャツとゆったりめの黒いズボンというラフな恰好だ。対する咲奈は、一番お気に入りのピンクのワンピースの形をしたパジャマを着用している。

「俺は、咲奈が好きだ」

「はい」

「たとえこの先何があろうと、咲奈は俺が守る」

「はい」

「だから咲奈は、俺を信じてついてきてほしい」

　咲奈は笑みを浮かべて頷いた。

「はい」

　そして、蒼史は咲奈の唇にキスをする。

　そのキスは今までのどんなキスよりも優しくて、柔らかな唇の感触がよく分かった。唾液で少し濡れた唇は咲奈の唇に何度か重なり合って、ちゅっと音を立てる。

　やがて、互いの舌が腔内をまさぐり、重なりあうように混じり合う。その愉悦は他の何にも代えがたく、咲奈は両手を上げて彼の肩にしがみついた。

「畳の上では、痛いんだったか？」

「ふふ。ソファでします？」

「いいのか？」

「ええ。以前、ソファでしたいと仰っていたでしょう？」

「それなら、行こう」

　蒼史は襖を開けて、隣のリビングにあるソファに二人で向かう。

「咲奈は座って」

「はい」

　咲奈がソファに座ると、蒼史はショーツが見えるまで咲奈の股を開脚させる。

　そして蒼史は床にしゃがみ込むと、咲奈のワンピースの中を覗き込むような体勢になった。

「ショーツ、濡れてる」

「……それは」

　ショーツの布が濡れていることに、蒼史はすぐに気づいてしまう。

　こんなにも彼のことを求めていたなんて、はしたないと思われただろうか。

「ああ。早く舐めたいな」

　蒼史もはしたないことを口にして、咲奈のショーツに手をかける。

「んっ」

　ショーツから蜜が糸を引いて、咲奈の秘部が露出した。蒼史が両手で割れ目を開くと、ぐちゅぐちゅと淫らな音がリビングに響く。

「すごい。こんなに濡れてるなんて……」

　蒼史はそれがソファにこぼれないよう、舐めとるように秘穴から垂れた蜜を舌で舐める。

　彼の柔らかく肉厚な舌が、なんとも言えず気持ちがいい。このまま蒼史の雄で中を弄られたら、一体どうなってしまうのだろう。

「ん。ん……」

　蒼史は小さく声を漏らしながら、咲奈の陰核をぴちゃぴちゃと舐める。その音が気持ち良くて、咲奈は笑みを浮かべた。

「蒼史さん、好き……」

　蒼史さんの頭を撫でて、咲奈は割れ目を弄られる刺激に身を浸す。

　蜜がどろりと流れて、蒼史の舌に垂れたのが分かる。それでも、蒼史はごくんと喉を鳴らしてそれを飲みこんだ。

「咲奈、服脱いで」

「はい」

　咲奈は腕をクロスさせて、ワンピースを上からするりと脱ぐ。それからブラジャーのホックを外すと、咲奈は乳房を揺らしながら身に纏うものをすべて脱ぎ捨てた。

「脱ぎましたよ？」

「良い子だ」

　蒼史は乳首に吸い付くと、子どものようにちゅうちゅうと吸い上げて口の中で頬張る。

　身体が彼の舌先の動きに反応して、ピリッとした刺激に溺れそうな気分だ。

　蒼史はもう片方の乳房を左手で揉みながら、舌先で乳首の先端を弄る。ツンと尖った乳首は、蒼史を求めて赤く色づいた。

　続けて、蒼史は咲奈の肩にキスをする。続けて胸にキスをし、下腹部にキスをした。それはおへそへと続いて、今度は秘部に向かう。

　その後、太ももにキスをして、ふくらはぎにキスをすると、最後に足のつま先にキスをした。

「咲奈の全部、俺のもの」

　蒼史はクスッと笑って、咲奈に顔を寄せる。

「後ろ向いて？」

　咲奈は言われるがまま、蒼史に背後を見せた。すると、鎖骨の部分にキスをしたかと思えば、腰にキスをして、臀部にキスをする。そしてくぱっと割れ目を広げると、蒼史は着ていたズボンをボクサーパンツごと脱いで、そこに寄せた。

「挿入るよ？」

「うん」

　言われるまでもなく、それが欲しい。

　咲奈はお尻を突き出すように蒼史に見せて、彼の肉棒を求める。蒼史は力を入れて肉棒を奥まで挿入させると、咲奈の顔に吐息がかかるほどに近づく。

「～～！」

「やってみたかったんだ。ソファでえっち」

　彼のものが奥まで突き上げて、隘路がうねるように収縮する。

「動くよ」

　その宣言通り、蒼史は皮膚を擦らせながら咲奈の中を蹂躙する。

　バックの姿勢で突いているせいで、いつにも増して雄竿の形がよく分かる。他に余計な情報が視界に入ってこないから、彼の雄のこじ開けるような大きさだけが全身を刺激した。

「あぁ。んんっ」

　咲奈が淫らな声を漏らすと、蒼史は右手で咲奈の口元を塞ぐ。

「このえっちな声は、ここから出てるの？」

　そんな当たり前の質問とともに、蒼史は咲奈の口の中に右手の手指を突っ込んだ。

「んん！」

　彼の人差し指と中指が、咲奈の舌を掴んで離さない。

「あぁぅ。んんっ！」

　唾液が口の端から漏れて、彼が腰を動かすたびに、それはソファに垂れていく。

　蒼史は咲奈の口の中までも弄び、咲奈の割れ目に激しく雄竿を出し入れする。

「たまに、咲奈のことを……ぐちゃぐちゃにしたくなる」

「あっ。んん。あぁ！」

「咲奈のこと、甘やかしたいくらい好きだけど、おかしくなるくらい犯したいんだ」

　咲奈は呼吸するのも忘れ、蒼史の手と竿の動きに酔いしれる。

　蒼史は不意に舌から手を離すと、咲奈は咽かえるように咳き込んだ。

「ごめんね。辛かった？」

「……ん。ふぅ」

　荒く息を吐いて、蒼史の方を見る。彼は目を細めてにこりと微笑むと、咲奈の唾液で濡れた指をぺろりと舐めた。

「可愛かった。咲奈」

　咲奈のことを玩具のように遊ぶその視線さえも、咲奈は愛してしまう。

　恋とは、どうしてこんなにも盲目にさせるのだろう。

「……はぁ。はぁ」

　咲奈はソファにへたり込むように身体をくっつけると、正面を向いて蒼史と向かい合う。

　すると蒼史は咲奈の目をじっと見て言った。

「次は、正面からがいい？」

　咲奈はコクリと頷く。今は、声を出す余裕すらない。

　蒼史は咲奈の横に腰掛けると、その腕を引いて腰を浮かせる。それから自身の下腹部に咲奈を乗せると、屹立を右手で勃たせて咲奈の割れ目に押し当てた。

「挿入るよ」

「……んっ」

　腰を下げれば下げるほど、奥まで屹立が挿入されていく。この感覚は何度も経験しているのに、未だに慣れない。隘路がこじ開けられるように広がっていく時、咲奈の身体は快楽の海に溺れ、柔襞は彼を逃がすまいと脈を打つ。

「あっ。あっ」

　蒼史が腰を突き上げるたび、身体が宙を舞うように浮く。それからすぐに一番奥まで雄竿が入り込んできて、その繰り返しだ。

「咲奈。キス」

　キスをねだられ、咲奈は声を漏らしながら唇に蒼史の唇にキスをする。

　ちゅっとしてから、すぐに離すと、蒼史は欲しがるように唇を尖らせた。

「もっと」

「ん……」

　咲奈がもう一度キスをすると、蒼史は求めるように舌を絡ませる。ぐちゅぐちゅと唾液が音を立てて咲奈と蒼史のものが混じり合った。

「……ん」

　蒼史が鼻で息をしているのが分かる。その息が頬にかかって、熱い。

「は……ぁ」

　上の口も、下の口も、蒼史でいっぱいだ。

　今はただ、蒼史のもので身体を満たし、空っぽの器の中に白濁の精を求めて身体が自然と動く。

　咲奈が腰を揺らすと、蒼史は「んっ」と息を漏らす。おそらく、咲奈の方から動かれるのは想定外だったのだろう。彼はキスするのを止めて咲奈の腰の動きに注視する。

「そうしっ、さんっ」

「なんだ？」

「そうっ、し……」

「どうした？」

　蒼史の名前を何度も呼んで、咲奈は濡れた笑みを浮かべる。

「もっと、頂戴？」

　こんなのじゃ、足りない。全然足りないのだ。

　咲奈は蒼史の肩に手を置いて、何度も腰を上下に振る。今は少しの休憩も要らない。この身体を愛し尽くして、めちゃくちゃにしてほしいのだ。

「咲奈」

　蒼史は咲奈の頭をそっと撫でて、雄の笑みを浮かべる。

「悪い子だな」

　蒼史は咲奈をベッドに押し倒して、しゃぶりつくすように咲奈の下半身を蹂躙した。

　限界まで咲奈の肢を開脚させると、そのふくらはぎを咲奈の顔の両横に置く。下腹部が圧迫されてきつい体勢だが、蒼史の雄竿が奥まで挿入っているのがよく分かった。

　これで良い。いや、これが良いのだ。

「あんっ。あっ。ああっ」

「咲奈は犯されるのが好きなのか？」

「す、きっ。しゅきっ」

「激しいのが好きで、犯されるのが好きで、欲しがりさんで」

　蒼史は激しく雄竿を出し入れしながら、ふっと笑った。

「世界一可愛い、俺の奥さんだ」

　途端、ぱちゅんと弾けるように咲奈の隘路から蜜が溢れ、咲奈は絶頂を迎える。

　たらりと垂れた蜜はソファに垂れ、大きな丸いシミを作った。全身が痙攣して、荒い吐息が漏れる。

「イッたか」

　蒼史はゆるりと微笑んで、咲奈の秘穴から垂れた愛液を人差し指で拭った。

　それを舐めてから、彼は嬉しそうに呟く。

「それなら、俺も出そうかな」

　そう言って、蒼史は咲奈の両手に指を絡ませて、愛し合うように身体を重ね合う。

「んっ。おっ。あっ！」

　既に達したその身体では、蒼史を受け入れるのだけで精一杯だ。乱れた髪は汗で張り付いて、額から離れない。蒼史は何度も激しくピストンして、咲奈の全身を揺らしてその身体を求める。

　刹那、彼は動くのを止めて、咲奈のことを強く抱きしめた。その時、白濁の精が子宮の中へと解き放たれていく。

「……ふ」

　気持ちがいい。ドクドクと精液が流れていく感覚が、咲奈の器を満たしていくのが分かる。

「溢すなよ？　咲奈」

　ちゅっと、蒼史は惚けた表情を浮かべる咲奈にキスをした。

　彼の肉棒が痙攣するように中で動いて、ゆっくりと外へ抜けていく。

　咲奈はきゅっと秘穴に力を入れて、精がこぼれないようにする。それから蒼史に囁いた。

「これから、毎日してください」

「毎日？」

　咲奈は頷く。

「そう。毎日」

「ハハッ。それは凄いな」

　蒼史は真に受けていないのか、クスクスと面白おかしく笑っている。

　その様子を見て、咲奈はムッと口をすぼめた。

「本気で言ってるんですよ？　私は」

「分かった分かった。じゃあ、毎日しよう」

「……！　本当ですよ？　約束ですからね？」

　蒼史は何度も頷いた。

「ああ。咲奈が誘ってきた時は、必ずしよう」

「それなら毎日、私から誘いますから」

「それは、咲奈の身体が保つか？」

「大丈夫です！」

　咲奈は鼻息荒く宣言する。

　蒼史と身体を重ねれば重ねるほど、身体はもっと欲しくて仕方なくなる。

　こんな身体になったのは、すべて蒼史のせいだ。

　だから、その責任を取ってもらわなければならない。

「それでは、指切りをしてください」

「指切りか？　この歳になって、少し恥ずかしいな」

「いいでしょう？　たまにはこういうのも」

　咲奈のおねだりに、蒼史はクスクスと小さく笑った。

「……そうだな」

　蒼史は右手の小指を突き出して、咲奈のものと絡ませる。

　咲奈はふっと笑みを浮かべると、おまじないを唱えた。

「ゆーびきりげーんまん、嘘つーいたら針千本のーます。指切った！」

　それから満面の笑みを見せて、咲奈は念押しする。

「さぁ。これで約束しちゃいましたので、蒼史さんは約束を守らないといけなくなりました」

「ああ。その通りだ」

　蒼史は咲奈の頭をそっと撫でて、囁く。

「ずっと、傍にいてくれ。咲奈」

　それは願いなのか、決意なのか、いや……そのどちらでもいい。

　その答えは、とうに決まっている。

「もちろんです。蒼史さん」

　咲奈はそう返事をして、にこりと微笑む。

　そこに、もう迷いはない。

　この結婚生活は、甘美で淫らな幸せで満ち溢れている。

　だから今は、これからの未来を想像するだけで、ワクワクが止まらないのだから。







４．幸せな結婚








　その後、咲奈は宣言通りに毎日のように蒼史を夜に誘った。蒼史もこの状況を楽しんでいるのか、咲奈の誘いをどんな理由があっても断ったりしない。二人はそうして何度も行為を重ね、ひと月が過ぎようとしていた。

　そして順調にいけば、今日は生理になってもおかしくない日だ。だが、今のところまだその感覚はない。

　咲奈は薬局でまたも妊娠検査薬を購入すると、帰路を急いでお手洗いに駆け込む。

　焦ったところで、もう結果は変わらない。そんなことは分かっているが、今は結果が気になってしょうがなかった。

　咲奈は検査薬の封を開けると、早速検査をする。

　すると、前回とは少し検査薬の反応が異なった。

「……！」

　じわりと、ゆっくりではあるが、一本の線が浮かびあがってくる。それは、間違いなく妊娠をしているサインだ。

　咲奈は慌ててお手洗いを出ると、咲奈はリビングで本を読んでいた蒼史に声を掛けた。

「蒼史さん……っ」

「どうした？」

　蒼史は顔を上げると、不思議そうに小首を傾げる。

　咲奈は興奮を隠せぬまま、蒼史に告げた。

「に、妊娠しています……！」

　刹那、蒼史が本を床に落として、スッと立ち上がる。

「本当かっ？」

　とても驚いたのだろう。

　本を落としたことにも気づいてない様子の蒼史は、咲奈に駆け寄る。

「はい。確かに、線がくっきりと」

　妊娠検査薬を蒼史に見せる。

　そのくっきりと刻まれた一本線を見て、蒼史は破顔した。

「そうか。咲奈……！　ありがとう。ありがとう」

「私たちの間に、子どもができました……！」

「ああ。来年には、三人家族だ」

　二人で喜びを分かち合うものの、興奮状態で思考が上手く回らない。

　ようやく、蒼史との間に子どもができた。

　これからは、彼との子どもを慈しみ、愛することができる。念願の、三人目の家族が誕生するのだ。

「嬉しい……。やっと、夢が叶うのですね」

「咲奈。体調は悪くないか？」

「はい。まだ大丈夫です」

「それなら、今のうちに病院に行こう。きちんと検査してもらうんだ」

「そうですね」

　そうと決まれば、動くのは早い。蒼史はスマホで病院を検索すると、候補に挙がった病院の一覧を見せてくる。

「どこの病院が良いだろう？　近い方が通いやすいはずだが、評判の良いところで診てもらいたい」

「それなら、以前私が調べたところがありまして。そちらに行くのはどうでしょう？」

「どこだ？」

　咲奈は自身のスマホを手にして、以前検索したサイトを蒼史に見せた。

「ここです」

　蒼史は咲奈のスマホを使って、病院のホームページを熟読する。続けて口コミサイトの評価を見て、彼は顔を上げた。

「分かった。車を出そう」

「はい」

　通院先を決め、二人は急いで支度をする。

　準備が整うと車に乗り込み、すぐさま産婦人科に向かった。

　そこは車で十五分ほどの距離にあり、この周辺で最も評判の良い、大学病院の系列クリニックだ。院内は大勢の女性が待機していて、蒼史は初診の旨を事務員に伝える。

　その後、そわそわしながら三十分近くソファで待機していると、「城田咲奈さん。一番の診察室へどうぞ」と音声が流れる。

　咲奈は診察室に入ると、医師に検査薬を見せて妊娠している旨を伝えた。するときちんとした検査をしてもらうことができ、医師はその結果を伝えてくる。

「おめでとうございます。妊娠五週目です」

「……！」

　分かっていたことだが、医師に言われることで、より妊娠の実感が湧く。

「これから、一緒に赤ちゃんを育てていきましょう」

　咲奈は蒼史と目を合わせてから、医師に向かって微笑んだ。

「はい。宜しくお願いします！」

　待ちわびたこの日に、咲奈はドキドキと胸を高鳴らせる。

（女の子かしら？　男の子かしら？）

　この先、どんな未来が待っているのだろう。想像しただけで胸のときめきは止まらない。

「現在、つわりの症状はありませんか？」

「まだありません」

「そうですか。これから出てくることもあるので、しっかりと様子を見ていきましょう」

「はい。お願いします」

　一通りの今後の説明を聞いて、二人は診察室を後にする。

　会計を済ませて病院を出ると、蒼史は咲奈を気遣うように声を掛けた。

「咲奈。疲れていないか？」

「はい。大丈夫です」

　今は、疲れなんて感じていられない。

（このお腹の中に、新しい命が……）

　咲奈はお腹をさすりながら、妊娠の事実を噛みしめる。

　蒼史はそんな咲奈を見て笑顔を見せてから、彼女に一つの提案をした。

「それなら、近くまで来たことだし、咲奈の実家に寄らないか？　妊娠を報告しよう」

　確かに、こういうことは早く家族に報告した方がいい。

「そうですね。そうしましょう！　今から連絡を入れます」

　咲奈はすぐにスマホを取り出すと、母に電話をかける。

　二人に会いたいことを伝えたら、母はすぐさま了承してくれた。

　まだ妊娠の事実は告げていないが、これから伝えたら、どんな反応をされるだろう。

「私の実家まで、車で移動していただけますか？　今すぐ会いたいとのことですので」

「ああ。分かった」

　そうして、二人は月志野の実家へと車で向かった。





　■　　　■　　　■






　月志野の家に到着すると、車を停めて玄関に向かう。インターフォンを押すとすぐに母が顔を出し、二人を招き入れてくれた。

「咲奈。お帰りなさい」

「お久しぶりです。お母様」

　咲奈が頭を下げると、母は続けて蒼史に視線を向ける。

「蒼史さんもいるのね。さぁ、どうぞ中へ」

「お邪魔いたします」

　玄関で靴を脱いで、リビングへと向かう。

　すると、ソファには父が座っていて、二人の顔を見るなり立ち上がって挨拶をしてくれた。

「久しぶり。咲奈、蒼史くん」

「お久しぶりです。お父様」

「また会えて光栄です」

　三人は挨拶を済ませて、向かい合うようにソファに腰掛ける。

　すると、家政婦の大内雪がいつものように紅茶を淹れてくれて、それがテーブルに置かれた。

「急にどうしたの？　二人で会いに来るなんて」

　母の質問に、咲奈は今から笑顔が止まらない。

「それが……お父様とお母様に、報告したいことがありまして」

「あら。何かしら～？」

　咲奈の隠し切れない喜びが、既に答えを言っているようなものだ。

　両親は顔を見合わせて笑顔を見せながら、咲奈の話の続きに傾聴する。

「この度、私は蒼史さんとの子を授かりました。これからは、蒼史さんと一緒に、お腹の子を育てていきたいと思っております」

　すると、二人とも嬉しそうに笑顔を向けて、咲奈を祝福してくれた。

「おめでとう。咲奈」

「なんて素敵な報告なの？　嬉しいわ」

　続けて、父は蒼史にも視線を向ける。

「蒼史さんとの子だからな。大切に育てるんだぞ？」

「はい。たくさん可愛がりたいです」

　咲奈のウキウキとした回答に、家族全員が笑顔に包まれる。

「蒼史さん、ありがとう。咲奈を大切にしてくれて」

　母の言葉に、蒼史はそっと頭を下げた。

「私もこれから、子どもの父親として、できることを精一杯させていただく所存です」

　すると、母はソワソワしながら、二人を交互に眺めて口を開く。

「ふふ。でも、最初は二人で育てるのも大変なんじゃないかしら？　半年くらいはお手伝いがあった方がいいんじゃない？」

「そうなのでしょうか？　初めての妊娠で、よく分からなくて」

　咲奈自身、子育てに関する知識はほとんどない。これから勉強しなくてはならないが、やはり二人では大変なのだろうか。

「私が咲奈を育てた時は、使用人が手伝ってくれたわ。二人だけじゃ心細いこともあるでしょうし、お手伝いはいるんじゃないかしら？」

「ですが、使用人を雇うとなると、お金が……」

　咲奈が俯くと、父はクスクスと笑って言う。

「咲奈。これは遠まわしに、お母さんが手伝いたいと言ってるんだよ」

「え、そうなのですか……？」

　咲奈は顔を上げて、母を見る。

　すると、母は肩を回しながらやる気満々に言った。

「ふふ。久しぶりの子育て、腕が鳴るわぁ」

　母は、絶対に子育てに参加したい様子だ。

　育児に無知な二人でやるよりも、経験のある両親の力を借りた方が良いだろう。

「では、手伝っていただけると嬉しいです」

「ええ。喜んで！」

（良かった。みんなから妊娠を祝福してくれて……。貴方はとても愛されてるのよ？）

　お腹をさすりながら、新しい命にそっと心の中で声を掛ける。

　これから、たくさんの人の力を借りて、この子を育てていく。咲奈はそう心に誓いながら、そっと笑みを浮かべた。

「咲奈。蒼史くん。今日は、二人に言っておきたいことがあるんだ」

「何でしょう？」

　咲奈が問いかけると、父は真剣な眼差しで続けた。

「月志野の、新しい融資先が決まった。これで、月志野はしばらく安泰だ。蒼史くんから借りたお金は、近いうちに色をつけて返済する。この度は、月志野の為に融資してくれて、本当に助かった。ありがとう。蒼史くん」

　どうやら、お金の工面が上手くいったらしい。

　月志野が安泰であるのなら、咲奈も安心だ。

「いえ。咲奈の旦那として、当然のことをしたまでです」

　蒼史は謙遜するも、父は彼に本当に感謝しているのだろう。

「咲奈。これからも、蒼史くんと幸せに生きるんだぞ？」

　父の言葉に、咲奈はそっと頭を下げて返事をした。

「かしこまりました。お父様」
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　月志野への挨拶を終え、二人は駐車していた車に戻る。

　蒼史は挨拶を終えてほっとしたのか、運転席に座るなり大きく息を吐く。

　咲奈はそんな様子を微笑ましく思いながら、ふと疑問を投げかけた。

「城田家には、いつご挨拶に行きましょう？」

　すると、蒼史はピクッと眉を動かす。

「いいのか？　咲奈は」

「……何がですか？」

　咲奈が首を傾げるも、蒼史は申し訳なさそうに目を伏せる。

「父は……月志野を手放した人間だ。咲奈にとっては、あまり良い気がしないんじゃないのか？」

　それは、確かにそうだ。

　現在、城田家と月志野家の仲は険悪と言ってもいい。

　父は未だに城田家のことを良く思っていないだろうし、そのことに蒼史が胸を痛める気持ちもよく分かる。

「ですが、蒼史さんを産み育ててくださった御方です。それに、子どもの頃は大変良くしてくださいましたし、御恩はあっても恨みはありません」

　それが、今の咲奈のありのままの想いだ。

　蒼史の父、敏則はいつも咲奈に優しくしてくれた。社交界で顔を合わせれば、必ずと言っていいほど声を掛けてくれる。その気遣いが、咲奈自身とても嬉しかった。

　だから、恨みなんて感情はない。

　愛する旦那様を生み育ててくれた両親として、尊敬している方々だ。

「そうか。それなら、日を改めて会いに行こう」

「はい」

　この妊娠をきっかけに、少しでも城田家と月志野家が仲良くなれたらいい。

　両家ともに待望の初孫で、きっと可愛くて仕方ない存在になるだろう。

（この子がどうか無事に生まれて、私たち家族に笑顔をもたらしてくれますように）

　咲奈はそんな切なる願いを胸に、車で帰路に着いた。
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　一週間後の土曜日。

　忙しいスケジュールの中で、咲奈と蒼史のために時間を作ってくれた城田家に挨拶へ向かう。

　既に、妊娠をしたことは蒼史が電話で連絡を入れてくれたらしい。

　今日は、その正式な報告をするための訪問だ。

　咲奈は焼き菓子を用意すると、城田家の門の前に立つ。城田家は麻布十番という一等地に庭つきの豪華な一軒家を構えており、入口からして他の家屋とオーラが違う。門にはカメラが備え付けられていて、インターフォンを押すと誰が訪問したのか分かる仕組みだ。

「蒼史か？」

　男性の野太い声がインターフォンから聞こえ、蒼史は声を掛けた。

「はい。門を開けていただけますか？」

「少し待ってなさい」

　声が途絶えると、自動で門が開閉する。

（何度か伺ったことがあるけれど、いつ見ても立派な御宅……。門構えも素敵だけれど、中のお庭も綺麗）

　門が開いて、目の前に広がったのは和風の庭園だ。大きな松は綺麗に切りそろえられ、その前には小さな池もある。門を進んだ先には木造家屋が建っていて、蒼史たちを迎え入れるために家政婦の女性が立っていた。

「坊ちゃま。お久しぶりでございます」

　深々と頭を下げた家政婦に、蒼史はそっと会釈する。

「久しぶりだな」

「敏則様がお待ちです。どうぞお入りください」

「失礼する」

　咲奈の家は洋風だから、城田家の日本の風情を味わう家屋の造りは新鮮だ。

　咲奈は玄関で靴を脱ぐと、蒼史の背中を追うように廊下を進んで行く。

　大きな畳の広間には、蒼史の両親が中央の座卓前で正座していた。二人は蒼史の姿を見るなり立ち上がって、笑顔を向けてくる。

「いらっしゃい。お二人とも」

「お久しぶりです。敏則様」

　咲奈がまず挨拶をすると、敏則は少し困った表情を浮かべた。

「……ああ。久しぶりだな」

　もしかしたら、月志野家に対する一件について、敏則なりに申し訳ないと思う感情があるのかもしれない。

「普段通りにしてくれていい。咲奈は怒っていないらしいから」

「そう、言われてもな……」

　すると、蒼史の母、喜き美み江えが咲奈に声を掛けてくる。

「いらっしゃい。咲奈さん、久しぶりね」

「お久しぶりです」

「あれから、元気にしていたかしら？」

　あれから、と言うのは、式を挙げてからという意味だろう。

　咲奈は笑顔で頷く。

「はい。おかげさまで、とても楽しい日々を過ごしております」

「まぁ。良かった。蒼史と仲良くしているのね？」

「今では、蒼史様が居ない日々が想像できないほどです」

「ふふ。素敵ねぇ」

　喜美江の満面の笑みを見て、咲奈も嬉しく思う。

「本日は焼き菓子をお持ちいたしました。宜しければ、お二人で召し上がってください」

「ありがとう。美味しく頂戴します」

「二人とも、座ってくれ。今日は話があるんだろう？」

　敏則の進言に従い、蒼史と咲奈は向かいの座布団に腰掛ける。

　座卓を取り囲むように四人で向かい合うと、敏則がまず口を開いた。

「妊娠、したそうだな」

　蒼史は答える。

「はい。この度、咲奈との間に子どもを授かりました。これからは二人で、慈しみながら育てていきたいと思っております」

「……そうか」

　何故か、敏則はそこまで喜んでくれない。

（どうして？　この子が生まれることを、喜んでくれないのかしら？）

　咲奈が不安に思っていると、蒼史は補足する。

「月志野家の方々は、この妊娠を喜んでくれました。父さんも、仕事上の取引のことは気にすることなく、生まれてくる命を大切にしてほしい」

　すると、敏則は顔を上げてそっと微笑む。

「……そうか。月志野家は、喜んでくれたのだな。それは安心だ」

　どうやら、月志野家との関係に亀裂が入った今、二人の間に子どもを授かったことでどう反応すればいいのか分からなかったようだ。

　だが、それではあまりに寂しい。新しく生まれてくる命を、城田家にも慈しんでもらいたい。

「お義父様。是非とも、これから生まれてくる子どもに会いに来てください。私たちはいつでも歓迎しております」

　咲奈の言葉に、敏則は何度か頷く。

「ありがとう。私を気遣ってくれるなんて、咲奈さんはさすがだな」

　続けて、喜美江が声を掛けてきた。

「咲奈さん、体調は大丈夫？　私は妊娠してた頃、とにかくつわりが酷くてねぇ」

「今のところは大丈夫です。もしかしたら、今後大変なこともあるかもしれないのですが」

「そう？　あまり無理しないことよ？　買い物は当分の間、蒼史に任せてしまいなさい」

　すると、蒼史はすぐに返事をした。

「ああ。いつでも俺を頼ってくれていい」

「ありがとうございます」

　蒼史は常に咲奈のことを気遣ってくれるから、今後の将来にもそこまで不安はない。

　彼となら、子育ても一緒に頑張れるだろう。

「出産予定日はいつ頃なんだ？」

　咲奈は答える。

「九月を予定しています」

「元気な子が生まれると良いわね？」

「はい。お気遣いありがとうございます」

　頭を下げて礼を述べると、敏則は言う。

「私たちにも手伝えることがあったら、何でも言ってくれ」

「そうよ？　今からとっても楽しみなんだから」

　会話を重ねるにつれて、蒼史の両親の笑顔も増えていく。

　どうやら、月志野家に対するわだかまりも、妊娠の報告によって少しは和らいだようだ。

「出産後は、しばらくの間、咲奈のお母様が一緒に面倒を見てくれるらしい」

「あら。私もお手伝いに行きたいわ？」

「人の手はいくつあっても足りないだろうから、助けてくれると有難い」

「そう？　嬉しい」

　四人の間で会話が盛り上がると、敏則は目を細めて蒼史を見た。

「蒼史。そう言えばお前、随分と流暢に話すようになったな？」

「そうか？」

　蒼史は咲奈と同棲するまで、あまり口数の多い方ではなかった。

　それが今では、ここまで会話に入ってくるようになったのだから、両親もさぞ驚いているのだろう。

「ああ。昔のお前だったら、この場でも一言も話さないでいたと思うぞ？」

　すると、蒼史はハハッと笑う。

「咲奈に出会ったおかげかな。思ったことを言葉にすることの重要性が分かったよ」

　その返事が嬉しかったのだろう。

　敏則は目を細めて何度か頷くと、蒼史に言った。

「そうか。良い人に巡り合ったな」

「ああ。あの時、縁談を頼み込んで、本当に良かった」

　そんな会話を横で耳にしながら、咲奈はそっと笑みを浮かべる。

　この結婚生活では色々なことがあったけれど、今はこの生活にとても満足している。

（私は蒼史さんじゃなかったら、こんなにも幸せな気持ちを抱くことはできなかった）

　彼と結婚できて、幸せだ────。

　咲奈はそう思いながら、ぎゅっと胸元を右手で握りしめた。
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　それから、怒涛の日々が過ぎていった。

　つわりの症状が出てきた時は、大好きだったコーヒーの匂いが受け付けられなかった。食事もあっさりとしたものしか受け付けず、栄養を摂らなければいけないことは分かっていても、なかなかご飯が進まない。

　咲奈のそうした身体の変化に、蒼史も気を遣ってくれた。咲奈が匂いに敏感なことに気づくと、蒼史も匂いがするものは口にせず、ずっと家に居る咲奈の精神面もサポートしてくれた。スーパーへの買い物や掃除、洗濯なども率先してやってくれ、以前は野菜や魚の種類が何も分かっていなかった蒼史も、それらの知識を徐々に増やしていく。洗濯物は屈む作業が多いから、蒼史には干す作業をよく手伝ってもらった。

　その後、つわりの症状が終わってから、今度はお腹が張るようになった。お腹が大きく膨れていくにつれて、子どもがお腹の中で蹴ったり動くのを感じるようになる。

　このお腹の中に、確かに新しい命が宿っていて、羊水の中でしっかりと成長してくれていた。それを感じられるたびに、咲奈はこれからへの期待を膨らませていく。

　そして、咲奈が「あ。今、お腹を蹴りました」と報告すると、蒼史は膨れたお腹に耳を当てて、子どもの成長を一緒に見守ってくれた。

　そうして、その日はついに訪れた。

　九月十四日、水曜日。夜中に突然産気づいた咲奈は、蒼史の車で急いで病院に向かう。夜間診療をしてくれたおかげで、咲奈は病院のベッドを使うことができた。

　担当の医師が手際よく出産の支度を整えてくれると、咲奈に声を掛ける。

「さぁ。息んでー！」

「ふぅー。ふー！」

「あと少しですよー！　せーの！」

　少しずつ、お腹の子どもが顔を出してきたのが分かる。

　咲奈はだらだらと額から汗を流しながら、激痛に耐えて息を呑んだ。

　やがて、医師が赤子を抱き上げると、その産声が分娩室に響き渡る。

「おぎゃああああ。ああああ」

　可愛らしい甲高い声が聞こえてきて、全身からふっと力抜ける。

　医師は羊水をお湯で洗い流すと、赤子をタオルで包んで咲奈に見せた。

「見てください。元気な男の子ですよ」

　ずっとお腹の中にいた子が、ようやく顔を見せてくれる。

　彼はまだ小さい身体ながら、力強く産声を発していた。まだ目は開いていないが、触れる前から既に愛くるしい。

（この子が、私たちの赤ちゃんなのね）

「咲奈！　大丈夫か？」

　蒼史が分別室に入ってくると、生まれてきた赤子を見て、大きく目を見開く。

「母子ともに安定しています。安心してください」

「……だっこ、してもいいのか？」

　蒼史の問いに、医師は笑顔で頷いた。

「はい。まだ首が据わっていないので、ちゃんと頭を支えてあげてくださいね」

　医師は赤子を蒼史に預けると、抱え込むようにその顔をじっと見つめる。

「……！」

　蒼史は言葉がなかなか出てこないのか、ドキドキした様子で産声を上げる赤子に笑顔を向ける。

　ふにゃりと笑う蒼史の顔は、咲奈から見てもとても嬉しそうだ。

「可愛い、な……」

「私たちの子ですよ」

　咲奈がやっと声を発すると、蒼史は視線を咲奈に向けた。

「咲奈に、なんだか似ている気がする」

「そうですか？　私は蒼史さんに似ていると思いましたけど」

「咲奈も、抱っこするか？」

「はい」

　蒼史に言われ、咲奈は両手で赤子を抱きしめる。

　出産したばかりで疲れているというのに、赤子を抱きしめたその瞬間、そんなものは全て吹き飛んだ。

　今、この腕の中で、愛くるしい我が子が産声を上げて、生きていることを主張している。

　その姿は見ているだけで生命の神秘を感じ、咲奈は口元を緩めて笑顔を作った。

「まぁ、可愛らしい」

　これから、この子はどんなふうに育っていくのだろう。

　できることならば、自由に伸び伸びと、その生を謳歌してほしい。

　そして、自分が両親から愛されたように、この子にもたくさんの愛を与えてあげたい。

「幸せですね。蒼史さん？」

　蒼史は咲奈と生まれてきた子どもを抱えるように抱きしめて、囁く。

「ああ。愛してる」

　そこには、もう迷いも、恐れも、悲しみもない。

　今はただ、喜びが身体中から満ち溢れて、仕方ないのだから。

　そう……。

　────これは、城田蒼史と城田咲奈が、幸せになるまでの物語だ。


《完》









あとがき








　はじめまして、清し水みず苺いちごと申します。濃蜜ラブルージュ様では初めて執筆させていただいたのですが、如何でしたでしょうか。個人的には楽しく書かせていただいた作品なので、日の目を見ることになって嬉しく思います。

　私も普段、月志野咲奈と同じく敬語で会話しがちでして……。距離を詰めた覚えのない人からタメ語で話されると不快かな、とか考えてしまうので、猫を被ったような会話ばかりしてしまいます。

　それでは、謝辞を。

　担当編集、編集長様。この度はお声掛けくださり感謝いたします。ご連絡をいただいた時、天にも昇るような気持ちでした！　お仕事をご一緒させていただき、とても楽しかったです。

　表紙を担当してくださった、森もり原はら八よう鹿か先生。イラストの世界観に吸い込まれるようで感激いたしました！　ありがとうございます。

　最後に、読者の皆様。この度は拙作を読んでくださり感謝いたします。心に残る作品になれたら嬉しいです。ありがとうございました！






清水苺










【著者紹介】

実家暮らしを謳歌するグッズ厨な兼業作家。いつも眠い。パフェとフラペチーノは発売日にチェックします。







濃蜜ラブルージュ

冷れい徹てつ御おん曹ぞう司しな旦だん那なさまと、淫いん靡びで激はげしい子こづくり蜜みつ夜やを

～政せい略りゃく結けっ婚こんなのに一いち途ずに愛あいし尽つくされています～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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